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大 管 長 会 メ ツセ ー ジ ［９７５年４月６日（日）第１４５回年次総大会における説教

今 の世 の人々 に
悔改めを叫ばんために

大管長

ス ベ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ール

私たちは今 日の俗悪放蕩の中に、ソ

ドム、ゴモラ、そしてパピロンの再現

を見る。

愛する兄弟姉妹の皆さん。間もな く

この年次総大会 もその幕を閉 じようと

している。あなた方もこの大会か ら多

くの ものを得たことであろう。そう願

っている。

この大会で、大勢の人々が麗しい証

と力強い説教 を述べた。また、数百万

になんなんとする聴衆が清い心 と寛容

な気持 をもって、これらの言葉に耳を

傾けてこられたものと思 う。私たちは、

その中から大勢の人々が、現在数百万

の会員を擁するこの偉大な教会に加わ

ることを望まれるものと期待 している。

私たちはこの福音が真実であること

を知ってお り、全世界の人々にこのこ

とを証 している。そして、人々が過去

の偏見や誤解をすべて拭い去って、イ

エス ・キ リス トの羊の群れに加わるよ

う、私たちは願っている。汚れな く、

純粋な福音は、この教会にこそあるか

らである。

この大会中、幹部の兄弟たちはいろ

いろなテーマで話をしたが、それ らは

すべて、イエ寿 ・キリス トの福音の原

則に則ったものであった。

数 日前の記者会見において、次のよ

うな質問を受 けた。 「今 日の社会で、

あなたが最 も憂慮 しておられることは

何ですか」 と。私はその記者会見です

でに取 り上げられていた教会の発展に

伴 う問題をあげようと思った。なぜな

ら、現在教会は著 しい発展を続けてお

り、民を導 く指導者を育てることにや

や困難をおぼえているか らである。し

かし喜ばしいことに、私たちは前進を

続けている。

私はこのことを即座に心の中に思い

め ぐらし、先の質問に答えようとした

とき、アッシリアとバビロニアが世に

権力をふるった時代のことが心に浮か

んできた。私は今、昨夜の神権会でロ

ムニー副管長が語った、旧約聖書のベ

ルシャザルの物語 を思い起こしている。

彼は、バビロンがキュロス （クロス）

大王に征服される前に大 きな勢力を奮

った最後の王で、あの名高いネブカデ

ネザルの息子であ り、後継者であった。

私たちは、エルサ レムにある聖なるソ

ロモンの神殿を汚し、その神殿から多

数の高価 な品々を運び去った、ネブカ

デネザルの不敵な略奪行為のことも思

い起 こした。

ベ ルシャザル王は大臣 １千人と盛大

な酒宴 を催 し、彼 らと共に酒を飲んで

いた。 １千人分 の食事 を用意すること

は、容易なことではない。

ベルシャザルは、主の目的のために

すでに献堂されていた聖なる神殿から

彼の父が略奪 してきた金銀の器をただ

ながめるだけでは飽 き足らず、それで

酒を くみかわ したのであった。彼は １

千人の大臣だけでな く、王子や妻やそ

ばめ をも宮殿に招いたのである。彼に

招かれた者たちは、飲み食いし、金、

銀、青銅、鉄、木、石な どの神 々のた

めに乾杯 したものと思われる。 （ダニ

エル ５ ：１－４参照）

今 日の世の中の様子、特にその放縦

に満ちた様を思いめ ぐらし、私は歴史

は繰 り返すのではないだろうか と思 う

ようになった。今 日の新聞や雑誌 を読

む と、ふたつの時代の間に極めて著し

い類似点があるように思われる。多 く

の場所で、社会の指導者 と仰がれるお

びただしい数の人々が盛大な酒宴 を設

けている。実業家やその妻、めかけた

ちも同様である。彼 らは酒に酔いしれ、

放縦な生活を送 り、不道徳に走り、不

貞を働 いている。 これらの記事 を読む

につけ、私は 「歴史は繰 り返す」 とつ

ぶやかざるを得ないのである。

私は現代の世の道徳について、いや

になるほど多 くのことを語ってきた。

しかし、主は教義 と聖約の中でこう言

っておられる。 「汝ら今の代の人々に

向いて、悔改めのほか何事をも語 るべ

からず。わが誠命を守 りまたわが誠命

に従 いてわが業を起すを助けよ。」（教

義 と聖約 ６ ：９）

また言っておちれる。 「悔い改むる

人を見て彼の悦びは如何に大いなるか。

これを以て、汝らは今の世の人々に

悔改めを叫ばんために召 さるるな り。」

（教義 と聖約１８：１３，１４）

初期の聖徒たちが ミズー リ州に向か

っていたときに、次のような主のみ言

葉がその指導者たちに下 された。
「彼 らは行 く行 く教えを説きて至る

所に真理の証 をな し、富める者、位高
と

き者、卑 しき者、貧 しき者 を訪いて悔

改めを為さしむべ し。

世 に住む民悔 い改むる心あらば、彼

らに教会を建てさせ よ。」（教義 と聖約

５８：４７，４８）

そのように、今は悔改めの時代 であ

ると思 う。人々が自らの状態 をふ り返

り、本来の姿にその生活 を変える時代
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で あ る。

か つ て主 が シモ ン ・ペ テ ロ に直 接 に

戒 め を与 え られ た よ うに 、 今 日の 指 導

者 に も戒 め が 下 され て い る。 「こ の故

に わ れ 汝 らに 一 つ の 誠 命 を与 う。 汝 ら

こ の 民 の 中 に行 き、 そ の 名 をペ テ ロ と

言 い し古 えの わが 使 徒 が 言 い し如 くこ

の 民 に 言 うべ し。」（教 義 と聖 約 ４９：１１）

私 は 、ペ テ ロが 人 々 に その 生 活 を清 く

し、 罪 を悔 い改 め る よ う絶 え ず 呼 び か

け て い た こ とを知 っ て い る。

ペ テ ロは 言 っ て い る。 「愛 す る者 た

ち よ。 あ な たが 痘に 勧 め る。 あな たが

た は 、 この世 の旅 人 で あ り寄 留 者 で あ

る か ら 、 た ま しい に 戦 い を い どむ 肉 の

欲 を避 け な さ い。

異 邦 人 の 中 に あっ て 、 りっ ぱ な行 な

い を し な さ い。 そ うす れ ば 、 彼 らは 、

あな たが た を悪 人 呼 ば わ り して いて も、

あ な たが た の りっぱ な わ ざ を見 て 、か

え っ て 、 お とず れ の 日に神 を あが め る

よ うに な ろ う。」（１ペ テ ロ ２ ：１１， １２）

未 婚 の 男 女 が 肉体 関係 を持 つ こ と も

今 Ｂの 世 で は 普 通 に な っ て い る と聞 く。

彼 らは 、結 婚 な ど もはや 必要 な い と、

いつ も声 を大 に して 主 張 して い る。 結

婚 す る こ とな し に一 緒 に 暮 ら し、 肉体

関 係 を結 ぶ こ とに対 し、 彼 らは ほ とん

ど何 の 恥 じ ら い も感 じて い な い の で あ

る。 神 が そ の律 法 を 変 え られ た の で あ

ろ うか 。 そ れ とも 、 弱 く、 あて に な ら

な い、 横 柄 な 人 間 が 勇 気 を賭 して神

に挑 み 、神 の 律 法 を変 え た とで も言 う

の だ ろ うか 。 罪 は過 去 に の み存 在 した

もの だ ろ うか 。 悪 魔 は は るか な昔 に の

み 、 人 々 の 心 を支 配 し たの だ ろ うか 。

ア ブ ラハ ム は 、 ソ ドムや ゴモ ラ 、 そ

の他 の 低 地 の町 々 が 邪 悪 で あ う た こ と

を知 って い た。 カ イ ンが 語 っ た よ う に

「わが 知 るべ き主 とは何 人 な りや 」 （モ

ー セ ５ ：１６） と言 う、邪 悪 で 、 神 を信

じ な い者 た ち が そ こ に住 ん で い たの で

あ っ た。 ア ブ ラハ ム は 、 そ れ らの 町 の

滅 ぼ さ れ る 日が 近 づ い た の を知 っ た と

き、彼 ら をあ わ れ に思 い 、 「五 十 人 の

正 しい 者 の た め に」 他 の 者 た ち を助 け

て下 さい と主 に請 い願 っ た。 （創 世 １８

：２４参 照 ） ア ブ ラハ ム は さ らに 請 い

続 け 、 ４５名 の 正 しい 人 が い た ら助 け て

下 さ る よ うに 、４０名 、 ３０名 、２０名 、 さ

て は １０名 の 正 しい 人 の ため に助 け て 下

さ る よ う に と願 っ た の で あ っ た。 しか
．

しそ れ らの 悪 徳 の 町 に は 、 １０名 の 正 し
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い人さえ見出せ ないことは明らかだっ

た。 （創世１８：２４－３２参照）

悪は続き、罪人らは頑 として変わら

なかった。彼 らは滅びが下されようと

していることを警告 されなが らもそれ

を笑い、あざけった。 そして、ソドム

の名を広 く知らしめた罪深い行為は絶

えて止 まなかった。事実、町の住民た

ちは、清い御使いたちが町に来たのを

見て、御使 いたちを陥れようと考 えた。

罪深い男たちは御使 いたちの泊まって

いた家に押 しかけ、その入口を打ち破

ろうとしたのである。 （創世１９：４－

１１参照）

アブラハムは、その町を救 うために、

彼がな し得るすべてのことを行 なった。

しかし民の堕落と放縦ははなはだしく、

それを救 うことは不可能であった。
「主は硫黄 と火 とを主の所すなわち

天からソ ドムとゴモラの上に降 らせて、

これ らの 町 と、すべての低地 と、その

町々のすべての住民 と、その地にはえ

ている物 を、ことごとく滅ぼされた。」

（創世１９：２４，２５）

歴史は繰 り返す ということを、私た

ちは目の当た りにしている。ポルノグ

ラフィー、姦淫、同性愛が横行 し、自

由奔放な生活をする人が増 して きたの

を見ると、サタンの時代が戻 り、歴史

は繰 り返されているように思えるので

ある。

今 日の社会に住む非常に多 くの人々

が、品のない姿で、汚らわしい言葉を

使い、奇行 に走 り、堕落 しているのを

見ると、サタンはその邪悪な手 を伸 ば

して、この地上の民を彼の軍勢に引 き

入れてしまったのだろうか とさえ思 う。

私たちの世 界を脅が している悪を追い

払 うに足るだけの正 しい人々はいない

のだろうか。』人々はなぜ悪に妥協 し、

罪を黙認し続けるのだろうか。

最近私は、ふ とした機会に、６代前

の大管長会の声明を見出した。私は今、

その声明文から多 くの箇所を読んでも

らいたいと思 っている。 なぜな ら、神

が昨 日も今 日も明 日も、永遠にわたっ

て同じ神であることをその声明から思

い起 こせ るからである。神が昔の予言

者たちと、救い主の時代の予言者たち、

現代の予言者たちに与えられた戒めか

ら、私 たちは、神が昨 日も今 日も、永

遠にわたって同じ神であることを十分

に理解できるのである。

私たちは、人間が状況に即座に左右

されてしまう存在であると．．は信・じない。

現代は過去の時代 と異な り、人々の知

性 は優れ、現代は過去の時代に取って

代わったのだと考える人々がいるが、

私たちはそれには承服しかねる。主は、

過去に下された言葉 をいつまでも守 り

続けら・れるであろう。そして、自分 自

身と伴侶 と家族 を敬 い、正 しい生活を

送 るよう人に期待 をかけ られるのであ

る。主はこのことを過去に何千回 とな

く繰 り返 し述べてこられた。

記者の方々に話しなが ら、そのこと

が私の心に浮かんできたのであった。

私たちは現在行なっていないどのよう

なことを行なえるだろうか。 どこまで

行なえるだろうか。この世において正

義 を守 り続けるために、何 を変えれば

よいだろうか。 もしもこれを行 なわな

ければ、バビロ三ア人や、幾分方法は

異なるがソ ドム とゴモラ、その他の町

々に下された と同 じ滅びが下されるよ

うに思えるからである。

私たちはこのことを非常に強 く感 じ

ている。私たちが福音 を宣べ伝えてい

る理由な ここにある。 この理由で私た

ちは子供たちに警告 を与え、彼 らを教

え、青少年に も警告 を与えている。 ま

た、すでに結婚 している人々に、その

結婚 を美しく清い状態に保つよう警告

しているのもこの理由による。

兄弟姉妹、この大会 を終えるにあた

って申し上げたいことがある。高い霊

性 をもってそれぞれの家に戻 り、教会

幹部の話から得た証 と、心に受けた深

い感動とを、家族や友人、ワー ド部、

ステーキ部、支部の会員に伝えていた

だきたい。

この話 を終えるにあたって証を述べ

たい。私は神が生 きておられることを

知っている。 イエス ・キ リス トは生 き

ておられ る。主は私たちを愛 し、私た

ちに霊感 を下 し、私たちを導いておら

れる。主は私 たちを愛しておられる。

主は愛や悲 しみの感情 を持っておられ

る御方である。私たちが主のはっきり

示された、まっす ぐな道からそれ ると、

主は非常に悲 しまれるのである。

この証を主イエス ・キリス トのみ名

によって申し上げる。アー メン。
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ラ リ ー ・ピ ラ ー

この ８月 、 日本 、 フ ィ リ ピ ン、 香 港 、

台 湾 、 韓 国 の 教 会 員 の た め に 地 域 総 大

会 か 開 か れ た。 日程 は 日本 ：８月 ８ 日

１０日、 フ ィ リ ピン ：１１日一 １２日、 香

港 ・台 湾 ：１３日 １４日、 韓：国 ：１５日

１７日て あ る。 各 大 会 と も数 千 か ら数 万

名 に 及ふ 教 会 員 、 求 道 者 か 集 い、 キ ン

ボー ル大 管 長 な ら び に 随行 の 教 会 幹 部

か ら教 示 を受 け た 。

あ る者 は １３時 間 も立 ち通 しで 夜 汽 車

に 揺 られ 、 ま た あ る者 は ２ 日 も船 に 乗

っ て 大 会 の 会 場 に や っ て来 た 。 中 に は

１，６００キ ロ もの 道：の りを ６ 日間 も か か

っ て 、船 とバ ス を 乗 り継 い で 来 た 者 も

い た 。

盲 目の 人 か い た。 聾 唖 者 か い た 。 車

椅 子 を操 る人 も い た。 そ して 麻 痺 した

体 を も省 み す 、 友 人 に 支 え られ なか ら

会場に入る人さえ見受けられた。

裕福 な商人もいれば貧 しい農夫 もい

る。教会員 となって６０年にもなる人も

いれはつい２、 ３日前にバプテスマを

受けた人もいた。

日本語、英語、中国語、そして朝鮮

語を話す人々か、東京、マニラ、香港、

台北、ソウルへ と集 まったのである。

確かに、話す言語は異なっていた。

しか し、たったひとつ共通の ものかあ

った。それは、霊の糧 を得 るためにこ

の大会に集ったということである。彼

らは主により油灌がれた僕、特に主の

予言者 スペンサー ・Ｗ ・キンボール大

管長の声を聞くために大会に来た。

キンホール大管長 と随行の教会幹部

か ２週間足らずの内に旅 した道の りは

２５，６００キロに達す る。教会幹部の説教

１．キ ンボ ール大 管長 。 酬 ５年 にハ プ

テ スマ を受 けた 日本 人教 会員 、奈

良富 士哉 兄弟 と共 に

２．香 港 で話 され る ロム ニー副 管長

３．台湾 の聖歌 隊

４．教 会幹 部 を助 け る通訳 者 た ち

１
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癒

５． 香 港 の 青 年 コ ー ラ ス

６．マ ニ ラの教 会 員 に語 る小松長 老

７． シ ル 長 老 （日本 ）

８．全 身全霊 を一本 の指揮 棒 に託 して

９．日本 の大会 に集 った大群衆

１０．教 会員 は天 父 の家族 の一 員 であ る

こと を語 る ピータ ー ソ ン長 老 （香

港 ）

日．教 会幹 部 のメ ッセ ージ は、 同時通

訳 に より 自国語 で伝 え られ た

１２．人 生 が価値 あ る旅 であ るこ とを日

本 の聖 徒 に語 るポ ール ・Ｈ ・ダ ン

長 老

１３． 空 港 で の 出 迎 え

は合 わせ て９１あ った が 、 キ ン ボ ー ル 大

管 長 は そ の 内 １４の 説 教 を行 な い 、 そ の

他 記 者 会 見や 特 別 集 会 で の話 を含 め る

と、 そ の 量 は 驚 くば か りで あ る。

キ ン ボー ル 大 管 長 に随 行 した の は 、

マ リオ ン ・Ｇ ・ロム ニー 第二 副 管 長 、

エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン十 二 使 徒 評

議 員 会 会 長 、 十 二 使 徒 評 議 貝 会 か ら ゴ

ー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レー
、 マ ー ビ ン ’

Ｊ ・ア シ ュ トン の両 長 老 、 十 二 使 徒 評

議 員 会 補 助 か らは ス ター リン グ ・Ｗ ・

シル 、 ジ ェ ー ム ス ・Ａ ・カ リモ ア 、０ ・

レ ス リー ・ス トー ン 、 Ｊ ・・トー マ ス ・

フ ア イ ア ン ズ 、 ア ドニ ー ・Ｙ ・小 松 の

各 長 老 、 七 十 人最 高 評 議 員 会 会 長 の ポ

ー ル ・Ｈ ・ダ ン長 老
、管 理 監 督 会 の Ｈ ・

バ ー ク ・ピー タ ー ソ ン第一 副 監 督 、 さ

ち に は 大 管 長 会 特 別 顧 問 の デ ビ ッ ド ・

Ｍ ・ケ ネ デ ィー 、 バ ー バ ラ ・Ｂ ・ス ミ

ス扶 助 協 会 中央 管理 会 会 長 で あ る。

日本 お よ び韓 国 の 大 会 は こ れ ま で の

地 域 総 大 会 と同 じ形 式 を踏 ん で 行 な わ

れ た 。 す な わ ち 金 曜 の夜 は 各 ステ ー キ

部 ， 伝 道 部 が繰 り出 す 民 踊 の 数 々 。 土

曜 、 日曜 は 通常 の 大 会 セ ッ シ ョン が ２

回 ず つ 、 さ らに 土 曜 の夜 は 、 既婚 者 と

２６歳 以 上 の独 身 者 の た め に両 親 の 夕べ 、

２５歳 以 下 の 独 身 者 を対 象 と して 若 人 の

夕 べ が 催 され た。 また神 権 指 導 者 の た

め の 集 会 が 日曜 の 早 朝 に行 な われ た 。

今回のアジアの地域総大会 と過去に

開かれたものとが異なるのは、東京大

会 とソウル大会の中間に小規模ながら

さらに ３つの地域総大会が開かれたこ

とである。

その口火を切ったのがフィリピンで

ある。フィリピンでは月曜の夜 １時間

を文化活動に、その後の １時間ならび

に火曜の午後 と夜に通常のセッション

が持たれた。

香港 と台湾の大会 は教会幹部 を２グ

ループに分け、同時に開催された。会

は水曜および木曜の夜開かれたが、大

管長は最初香港の大会 を管理 した後、

木曜の朝台北へ飛び、台湾の第 ２日目

の会を管理 した。逆にロムニー副管長

は第 １日目は台湾、 ２日目は香港の大

会を管理 した。

恐 らくこれらの大会で最 も重要な出

来事は、大管長による東京神殿建：設の

発表であろ う。この発表は．８月８日、

土曜 日、東京での最初のセ ッションの

冒頭で行なわれた。

会場に集 まった人々にとってこの発

表はあまりにも重大で、また胸 を打つ

ものであったのだろう。発表がなされ

たその瞬間、人々は耳を疑った。しか

し与えられようとしている祝福の大 き

さに気づ くにつれ、ある者は満面に喜

びの笑みをたたえ、またある者は思わ
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ず 目がしらを押えた。そして、あふれ

出る喜び と感動は、全会衆の盛大な拍

手 となって表われたのである。まるで、

こみあげて くる喜びと感謝の気持 を、

ほかに表わすすべがないかのように。

圧巻であった。

この発表を聞いた人々の中に奈良富

士哉兄弟、熊谷たまの姉妹の姿があっ

た。奈良兄弟は１９１５年、熊谷姉妹は１９０８

年以来の教会員である。奈良兄弟は神

殿建設の発表 を聞 くや喜びを顔一杯に

表わし、支持の挙手が求め られ る前か

らもう手を挙げていた。彼は感動の胸

の内をこう語 る。「このような素晴ら

しい場に同席できることは、本当に大

きな特権だと思います。」彼の心には、

神殿建設予定地に現在建：っている日本

東京伝道本部の建物の献堂式の様子が

浮かんでいた。そのときマシュー ・カウ

リー長老は、日本の地に神殿の建っ 日

が来ることを予言 したのであった。

熊谷姉妹はこの発表にただ驚 くばか

りだったという。言葉には言い表わせ

ない並々ならぬ感動が、彼女の胸には

あふれていた。彼女の今の望みは、新

しい神殿が献堂される様子 をその目で

見 ることである。

日本の地域総大会に集 まった人々は

大部分が最近改宗 ごた人であ り、奈良

兄弟や熊谷姉妹のように教会歴の長い

人はごくまれである。 しかし、そのよ

うな比較的新 しい人々 も、この神殿建

設の発表を長い間待 ち望んでいた。 と

言 うのは、ハワイ神殿まで行 くには多

額の金がかか り、貯 えるにも相当の年

月を必要 とするからである。だが今や

彼 らは、生活を切 り詰め、犠牲を捧げ

ることにより、望むときにいつで も参

入できる自分たちの神殿を建てること

ができる。そして永遠の家族 とい う単

位に共に結び固め られるのである。彼

らの 目が感激のあまりうるんでいたの

も当然のことであろう。

もちろん神殿が建設されるのは日本

の地だが、恩恵にあずかるのは全アジ

アの教会員である。従 ってどの会場に

おいて も、神殿のニュースは熱狂的に

受け入れ られた。また、時機到来すれ

ばアジアの他の地に も神殿が建つ とい

う予言者の約束に人々は喜びを表わし

たのである。

確かに大会に参加 した人々の心は神

殿建設の発表によって高め られたが、

教会幹部によるみたまに満ちた説教は、

どれひとつ とって’みて も人々を高揚 し

ないものはなかった。多くの人々に と

って、大会に参加す ることは並大抵な

ことではなかった。遠距離の旅行、赤

ん坊や子供の世話、旅費や宿泊費を捻

出するための残業やアルバイ トなどで

ある。また、教会員でない両親 を説得

して大会参加の許可を得なければなら

ない若人も少な くなかった。

しかしこれらの困難にもかかわらず、

人々はそれを犠牲だとは言いたがらな

い。ある者はこう言う。「犠牲 で も何

でもあ りませ んでした。大会の発表が

あってからずっと祈 りと準備を続けて

きましたからね。」

大会に強いみたまの導きがあったひ

とつの理由は、多くの教会員が霊的な

準備 をしていたことにある。「私 と妻は、

大会の準備のためにだいぶ前か ら一緒

に祈 り、断食をし、聖典 を勉強 してき

ました。」ある人はそう語 ってくれた。

さらに、大会前の数カ月間、教会出

席、ホームティーチング、什分の一や

献金の支払いなどが向上 したと報告 」、

てきた神権指導者 も幾人かいた。今ま

で伝道 となると尻込み していた人たち

も、教会のことや大会のことについて

友人知人に話 し始めた とのことである。

このような霊的、個人的備えに加 え

て、大会 を成功裡に導 くためにかなり

の物質的備 えが必要であった。適切な

会場の選択と準備、通訳の選出と訓練、

音響装置の設置、聖歌隊や文化活動参

加者の編成や訓練、遠隔地か ら大会に

集 う人のための宿泊あっせん、宣伝等、

挙げれば きりがない。そしてそのひ と
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つひとつには、大会を円滑に運営する

ために検討 しなければならない項 目が

山ほ どあ ったのである。

この準備のために、地元の聖徒たち

は長時間、懸命に働いた。あるステー

キ部長によれば、準備の仕事や文化活 、

動への参加に対 して申込みがあまりに

も多 く、全員に仕事を割 り当てるのに

少々苦労 した とのことである。

教会貝のこうした働 きは、大会の準

備のみにとどまらなか った。彼 らは自

ら進んで互いに助け合 ったのである。

会場近辺 に住んでいる人は交通費や宿

泊費を必要 としない。そこで彼 らは遠

くから来る人々の宿泊のために家 を提

供 し、食事を作 り、案 内役を買 つて出

た。また地元出身の宣教師が大会に参

加できるように献金した人々もいた。

人々は異 ロ同音に言う。「準備 をし

たかいがありました。」大会は各国の聖

徒に とって、正に霊的経験の大いなる

集大成だったのである。会場にあふれ

んばか りの仲間と共に味わう暖かいみ

たまの導 き、そこから生まれたものは

一致 であった。中でも聖歌隊や文化活

動に参加 した人々の一致、兄弟愛には

目を見張 るものがあった。

各大会 とも聖歌隊は圧巻であったと

言えよう。その歌声は美しく、熱意に

あふれたものであった。各ユニッ トか

らの混成聖歌隊とはとても思えない。

まるで何年 も共に歌ってきたかのよう

な見事さである。

聖歌隊で歌 ったある若者はこう語 っ

た。「讃美歌は数 え切れないほど歌い

ましたが、あんなに歌 えたのは初めて

です。僕 自身の声 もみんなの声 も普段

と全 く違っていました。聖歌隊に参加

しただけでも霊的な経験をす ることが

できたと思 っています。」

活動の夕べ での歌や踊 り、 ドラマも

見事であった。準備には献身的な努力

が払われたのであろう。グループが準

備を始めたのは数カ月前か らであった。

ある国では、数週間にわたる練習の後

大会開始 １週間前に会場入 りし、 ６日

の問、日に最低９時間もの練習を積んだ

とのことである。練習は外で行なわれ

たが、彼らは雨が降 っても踊 りの手を

休めなかった。

練習の合間の食事 と休息の時間は友

情 を育む時間でもある。そしてこの友

情の輪はワー ド部や支部、地方部、ス

テー キ部 、伝道部の壁を越えて次第に

大 きくなっていった。やがてロマンス

が芽生え、中には将来を誓い合 うカッ

プルも生まれた。また大会 を終えてか

らもダンスや歌 を続けていこうと決心

した人たちも廓る。

もちろんこの大会にあって最 も重要

な事柄 と言えば、出席 した人々が受け

た影響であろう。アジアでの地域総大

会を終えて、どれだけの人の生活が変

わっただろうか。それは測 り知れない。

人々は大会か ら力を受け、さらに義 し

い生活をしよう、伝道に出ようと決心

したに違 いない。そしてその変化は教

会員でない友人や家族、親戚の人生に

影響 を与え、教会は以前よりも増 して

急速に発展 していくであろう。事実、

大会には求道者の姿が数 多く見受けら

れた。フィリピンのある支部長は、大

会に ２５０名 もの人々を招待できたとい

う。そしてその中の １２０名が求道者で

あった。

この大会から特に力を受けたのは若

人であった。大会の終 りにある若人は

こう話 して く．れた。「たくさんのことを

学びました。まず、人生の 目標 を決め

なければならないということです。ま

た、清い生活をし、純潔の律法 を守る

こと、聖典を研究 し祈ることです。私

は伝道に出る決心 をしました。」

こう語った人もいた。「私は今まで支

部や地方部の大会に何度 も出席してき

ました。でもこれだけ多くの人が同 じ

証を持 って集 まっているのを見て、教

会に対するイメージがさらに大 きくな

った感 じです。」

ある少女は語 る。「予言者が来 られ
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たのは祝福だと思います。予言者や教

会幹部のおっしゃることを聞いて、こ

れからも続けて主の道を歩んでいこう

という勇気 と信仰が湧いてきました。」
「私 は予言者の顔を見ただけで証が

強まりました。予言者の声 を聞いてい

ると、今まで覚 えていた聖句がみな新

鮮によみがえってくるのです。」そう語

る人もいた。

ある若者はこう述べた。「伝道に出よ

うとい う望みが ますます強まりました。

大管長の話で一番印象に残ったのは純

潔を守るということです。私は一生懸

命自分自身を清 く保 ち、戒めもすべで

守 りたいと思います。」

そして、ある父親が語って くれた次

の言葉こそ、大会 を終えたときの全会

貝の胸の内を端的に表わしているので

はないだろうか。「教会幹部の素晴らし

い話 を聞いて、私たちは心の中に何 と

も言えない暖かい思いが湧き上がるの

を覚えました。会員 も求道者 も、みなみ

たまを感 じたのです。これか ら私たち

は、その思いを実践に移さなければな

りません。」

アジアにおけ る教会の将来は確かに

明るいと言える。聖徒 たちは霊的な備

えをし、みたまの励 ましを受けようと

大会に臨んだか らである。彼 らは報い

を受けた。証は強められた。そして必

ずや彼 らは、得 た証 をそれぞれの国の

同胞に分か ち与えるに違 いない。そう

するときに教会の発展は早まり、会員

数は増え、霊性 と信仰は高め られるの

である。

◇ ◇

福音に国籍はありません。全世界の

人々はすべて神 の息子であり、娘なの

です。皆、私たちの兄弟姉妹です。主

イエス ・キ リス トが下された大切な戒

めを私たちは果たしたいと心から望ん

でいるのです。主は１１人の使徒だけに

おっしゃったのではありません。皆様

にも、私にもおっしゃったのです。そ

してこれは、軽々しく扱 う類の言葉で

はなく、はっきりとした戒めなのです。
「全世界に出て行って、すべての造 ら

れたものに福音 を茸べ伝えよ。」（マル

コ１６：１５） 全世界のすべての男女に

宣べ伝えよということです。

皆様のお子さんが、福音に忠実で気

高 く成長なさいます ように、皆様の心

に平安があ ります ように。皆様がこの

業が神のみ業であるという証を得て、

さらにこの大いなる業にまい進なさい

ますように。

大管長

スペ ンサー ・Ｗ ・キンボール

日本大会 日曜日午後の部

１４．韓国 の聖 歌 隊

１５．台湾 の聖歌 隊

１６．韓国 の人気 ポ ピュラー コー ラスグ

ル ープ 「テ ンダ ーア ップルズ 」、幹

部到 着 に花 を添 える

１７．台湾 の聖 歌隊指 揮者

１８．日本 の聖 徒 に勧 告 を与 え るベ ンソ

ン十 二使 徒 評議 員会 会長

１９．カ リモ ア 長 老 （マ ニ ラ ）

２０．豊 か な色彩 の活 動の 夕べ （韓国 ）

１４ １５

１６

１７

１８
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いしれ

家庭 は堅固な礎であり、文化の柱石

です。いかなる国家 といえども、家庭

を差 し置いて国家だけが偉大になると

いうことは決 してあ りません。教会 も

学校 も国家 も、弱 く堕落 した家庭 を前

にしては、なすすべがないのです。「い

かなる成功 も家庭の失敗 を償 うことは

できない」 とデビッ ド・０ ・マッケイ

大管長は言われました。両親の義務は、

お互いに助け合 い、また子供たちにと

って良い助け手 となることです。それ

から隣人、地域、国、そして全世 界と

いう順序で義務 は広がってい くのです。

十二使徒評議貝会会長

エズラ ・タフ ト・ベンソン

台湾大会 水曜 日夜の部

私はあなた方の多 くがこの福音のた

めに両親や兄弟姉妹の もとを離れ、友

人や仲間の もとを去 り、仕事や教育の

機会 を断念 したことを知っています。

あなた方は友人の嘲笑に耐え、主の祭

壇に喜んで犠牲 を捧げてこられました。

あなた方は立派な末 日聖徒です。神の

真の教会の会員 としてふさわしい方々

です。あなた方には聖きみたまを伴侶

とする資格があり、またこのまま忠実

な生活 を送るならば、いつの日か主を

伴侶 とするにふ さわしい人物 となるこ

とができるでしょう。愛する兄弟姉妹、

あなた方の信仰 と忠実さを主が祝福 し

たもうように。

十二使徒評議員会会員

ゴー ドン ・Ｂ ・ヒンクレー

香港大会 水曜 日夜の部

２１．行 く先 々 で愛 を示 され るキ ンボ ー

ル 大管 長

２２．香港 の聖 歌 隊

２３． ア シ ュ トン長 老 （マ ニ ラ ）

２４． バ ー トセ長 老 （マ ニ ラ ）

２５．両親 の 夕べ で話 すバ ーバ ラ ・ス ミ

ス 扶助協 会 中央管 理会 会長

私は伝道に出ることを考え、その準

備 をしている方々、またまだ決心をし

ていない方々にも、私が教会幹部 とし

て伝道の業に従事 している聖徒 たちと

接 して得た素晴 らしい経験 を聞いてい

ただきたいと思います。私たちは管理

監督会にあって多 くの偉大な経験 をし

ます。 しか し各伝道部 を訪れ、イエス・

キリス トの福音 を宣べ伝 えるために自

分の時間を捧げている兄弟姉妹 と接す

ることほど私を喜ばせ、また霊的に高

めてくれることはほかにありません。

私はこの地上にあってだれに も与 えら

れないような福音が、宣教師たちに与

えられ るのを見てきました。宣教師は

主の目か ら見て特別な人ですか ら、主

は他の子供たちには得 られない特別な

物 を宣教師のために用意 しておられま

す。美 しい宣教師は、ほかの人が得 ら

れないような権威 と権能 と祝福 を受け

ます。主の業の中で最 も心が躍 るもの

それは宣教師になることなのです。

管理 監 督 会 第一 副 監 督

Ｈ ・バ ー ク ・ピー ター シ ン

韓 国 大会 土 曜 日の 若 人 の 夕

べ に お い て
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中国大陸は、火を吹 く巨大な竜が東

を向いているような格好で、周辺の小

さな国々に影 を投げなが ら東洋を見お

ろしている。中華人民共和国の南シナ

海寄 りをふちどる形のそのひとつが、

英国の直轄植民地、香港である。香港

は 「東洋の真珠」 として知られている。

この植民地は香港島を中心に２３０以上

の島々から成 り、面積は合わせてわず

か６４０平方キロである。

この地域は広さこそないが、主のぶ

どう園の中に重要な位置を示めている。

香 港 に は．過去 ３回 、伝 道 が 行 な わ れ た。

１回 目 は１８５３年 に ホ セ ア ・ス タ ウ ト、

ジ ェー ム ズ ・ル イ ス、 チ ャ ップ マ ン ・

ダ ン カ ンの ３名 が 召 され て合 衆 国 か ら

中 国 に 向か っ た と きで あ る。 彼 らは 希

望 に あ ふ れ 、 福 音 を分 か つ 機 会 を感 謝

した。 しか しそ の希 望 は 、数 週 の 後 に

香 港 に 到 着 して み ご とに 打 ち砕 か れ た。

「私 た ち は 暖 か い歓 迎 を受 け な か っ た 」

とル イス は 記 して い る。 ま た 、 「他 の

教 会 の 宣 教 師 た ち は私 た ち に対 す る敵

が い心 を あ お っ た」 と も あ る。

こ の 島 で 開 か れ た最 初 の 街 頭 集 会 は

盛 況 だ っ たが 、他 の キ リス ト教 会 の 妨

害 です ぐに だれ も出 席 しな くな り、 そ

の 後 ３回 同 じ集 会 が 開 か れ たが 、 出 席

者 はゼ ロ で あ っ た。 ス タ ウ ト長 老 は ま

だ 自分 の 召 しに 忠 実 だ った が 、今 は 改

宗 しそ うな 人 は 中 国 に は ひ と り もい な

い と信 じて 、 次 の よ うに 書 いて い る。

「私 た ちは
、 こ の地 で神 と 人か ら望 ま

れ る こ とは す べ て を し尽 く した と思 う。

この 地 で の 仕事 は 中 止 だ と判 断 した。」

落 胆 した ３人 の 宣 教 師 は 、到 着 後 ４

ヵ 月 ほ どで 香港 を あ とに し た。 バ プ テ

スマ は もち ろん の こ と、福 音 に 興 味 を

持 つ 人 は ひ と りも い な か っ た。 ジ ェー

ム ズ ・ル イス は 巨額 の借 金 を して 帰 宅

５０５



した。彼は自分の伝道 を 「人生の一大

苦難」と呼んだ。ホセア ・スタウトは、

帰宅するとす ぐ妻に死なれ、まだ新 し

い家は人手にわたり、親戚は引越 して

しまっていた。そのように一見無意味

な犠牲のようであったにもかかわらず、

ホセア ・スタウトは次のように記 して

いる。 「私 たちの伝道が将来良い結果

を見るだろうということに、私たちは

満足を感 じている。 この民 とこの土地

について知識を得たが、こうでな くて

はその知識は決 して得 られなかったの

だ。」

主の時刻表では、香港の人々はまだ

福音を受け入れる用意ができていなか

ったのである。そうして６７年が過 ぎ、

２度 目の伝道の試みがなされた。今度

は十二使徒評議員会のデビッ ド・０ ・

マッケイ長老 と同僚のヒュー ・Ｊ ・キ

ャノンが世界旅行 の途中に立ち寄った

のである。彼 らは数週間の旅の後、日

本、韓国、満州を経て北京に着いた。

１９２１年 １月９日日曜 日の朝、マッケイ

長老は皇帝の居城 であった 「紫禁城」

の中のキプロスの庭で奉献の祈 りを捧

げた。

しか し伝道がようや く始 まったのは

それから２８年後であった。マシュー ・

カウ リー長老が香港を訪れた結果、宣

教師が送 られたのである。１９４７年 ７月

１４日の出来事が、その年のうちに開か

れた大会でのカウ リー長老の話の中に

記録されている。彼はこのように述べ

た。 「私たちはひ とり・ずつ順番に祈る

簡易な礼拝によって、この伝道部を正

式に開設 した。私はヘ ンリー ・アキ兄

弟の祈 りを忘れることができない。彼

はそこに立って４億 ６千 ５百万の人口

を持つ 自分の故国に向かい、自分が民

族に救いをもたらす器 となれるように、

神に切々 と訴 えた。兄弟姉妹、何 とい

う対照であろうか。 ４億 ６千 ５百万民

族の中のたったひ とりの神権者である。

自分に課せ られた荷を感 じてあの愛す

る中国入の兄弟が神に民の救いを嘆願

したあの ときほど、神 の神権の尊さに

心 を動かされたことはなかった。」

日本 とハワイで伝道部長 をつ とめた

５０６

経験のあるヒル トン ・Ａ ・ロバー トソ

ンの管理下で、伝道部が確立した。 ２

度 目の福音伝道の試みは、前回よりも

熱意 をもって迎えられ、数名のバプテ

スマが行なわれた。 しか し朝鮮戦争 と

中国革命のためにまたも１９５０年、香港

伝道部は閉鎖 された。この閉鎖 に伴い、

宣教師は大勢の関心ある求道者 を残 し

て帰国した。

３回目の伝道は１９５５年に始 まった。

当時 Ｈ ・グラン ト・ヒー トン伝道部長

は、 「私 たちが教会に導 くことのでき

る改宗者の数に限界を設ける唯一のも

のは、彼 らに どれだけ正 しく接するこ

とができるか という私 たちの能力なの

だ」 と書 いている。新 しい改宗者は熱

心な宣教師となった。 ある兄弟はバプ

テスマ を受けてか ら、新たに発見した

真理に非常に感銘 し、大勢の友人や親

戚をグループに分け、宣教 師を呼んで

教えてもらった。

や って きた宣教師は、彼らが福音を

知るためにではな く、教会員 となるに

はどうすればよいかを聞 くために出席

したことを知って、 うれ しい驚 きを覚

えた。福音を紹介 した兄弟から強い証

を聞いて、すでに心に聖霊の証を受け

てい たのである。

宣教師の話 を聞いて、多 くの人が拒

んだ。ヒー トン伝道部長はその人々の

ことをこのように記 している。 「この

地方の亡命者たちの中で働 く宣教師た

ちに とって、イスラエルの子孫を世界

のいや果てから集め来 ることを予言し

た約束は現実なのだ。宣教師たちは毎

日極東の各地から来た民と会っている。

この民は自分たちの自由を守ろうとい

う共通の願いから集 まっている。少な

くともそれは大半の人々が認める理由

なのだ。 しかし宣教師や、流浪の旅の

間に福音の証を受け入れた人々にとっ

ては、自分たちのこれまでの状態や環

境は 自分の励み となる新 しい意味を持

つ。彼 らは福音を学び、救いの福音の

祝福が受けられる場所に集められてい

るのだ。彼 らに とっては、避難場が実

際に 『シオン』なのだ。」

この現代の 「イスラエルの民」の多

くが教会に群れ集まって くる。福音の

真理 を認め、感謝の心でそれ を受け入

れるからである。実際、香港の改宗者

数は多すぎて、一番の問題はその受入

れ方である。新 しい改宗者は福音の概

念についてさらに教 えが必要であ り、

支部で何かの仕事 を受け、隣人への奉

仕によって活発な働 き人 となる必要が

ある。

香港の教会員の当面するチャレンジ

は多い。追放 と家族の迫害、移住によ

る教会員数の減少等。香港の教会員は

それ らのチャレンジに遭遇 しながらも、

それを克服 し、教会が除々に力を加え

ていくことを証明しているのである。

現在は１３支部に４千人の教会員がいる。

７つの教会堂があり、その うちふたつ

は標準の、もうふたつは改造の教会堂、

あとの ３つはビルの一室を借 りて使 っ

ているものである。地方部センター用

の土地 もすでに購入ずみである。以前

はアメ リカ人宣教師に指導されていた

支部 と地方部は、現在は全員が中国人

指導者であり、すべての支部に長老定

員会が組織されている。香港で働 くフ

ルタイムの中国人宣教師は１７名で、そ

のほかに大勢の地方部宣教師がいる。

香港 を出る人々の思いも、恐 らくは

変わってきているだろう。ある兄弟が、

「中国人として生まれたからには、中

国人であることに意味があるのです。

香港にとどまって地域の兄弟たちに奉

仕することが、神への一番の奉仕だと

思います。」と語ったが、多くの教会員

がこのように感 じ始めている。

香港の教会が会員数においても力に

おいても成長を続けるとき、エズラ ・

タフ ト ・ベ ンソン長老が１９７０年に述べ

た次の言葉は成就 しつつあるのである。

彼は、今 こそ世 界のこの地域に福音の

教 えが受け入れ られるときだ と語った。
「主のみ旨にかなうとき

、今や扉は開

かれる」 と。



１９５６年 ６月初 旬 の あ る う ら らか な 日

に 、 南 部 極 東伝 道 部 の ４人 の 長 老 が 汽

船 で 香 港 の 港 を発 ち、 「悪 い報 告 ば か

り を聞 いて い た」 か の 地 、 台 湾 に 向 か

っ た。

「しか し … …」 とウ ェル ドン ・Ｊ ・

キ ッチ ン 長 老 は報 告 して い る。 「私 た

ち は 台 湾 を この 目 で初 め て 見 た と き 、

心 をす っ か り奪 われ た。山 々 が 、まっ さ

お な海 に そ び え立 ち 、 て っ ぺ ん は青 空

を射 る よ う だ っ た。 山 の 険 し さ に もめ

げ ず 、暗 緑 色 の 草 木 が び っ し り と島 を

おおっていて乾いた土地は見当たらな

かった。
「美 しい島

」 という意味の台湾の島

に、伝道活動はこうして細々 と始 まっ

た。 しか し４人の長老は孤立 していた

わけではなく、合衆国軍人のグループ

が組織された。ただ中国や台湾の教会員

はいなかったｐ長老たちは前 もって９カ

月間公用の中国語を学習していた。

初めての土地に福音を宣べ伝え始め

るときには、必ず と言ってよいほど苦

労がつ きものである。初めの４人と、

険 しい頂 とそびえ立 つ信仰

Ａ
口

泌
ノ弓

エンサ イン編集特 別主幹

シ ャ ニ ス ・ク ラ ーク

１０月にまた派遣された、もう４人の宣教

師は中国語の図書 をほ とんど持 ってお

らず、モルモン経が翻訳されるまでに

１０年 もかかった。 （求道者は新約聖書

を読むように言われた。） 政府からは

教会に対 して何の干渉 もなかったが、

多 くの宗派がいちはや く文書を発行 し

て、信者たちにモルモンの宣教師の話

を聞かないように警告 した。 しか し長

老たちは、それが 「人々の興味を呼び、

悪いどころか良い結果になった」 と報

告 している。

土地が得られる見込みはほ とんどな

かった。住んだり集会に使ったりする

家を見つけるのもむずかしかった。初

めはたいていの集会を宣教師のアパー

トで開き、いつ も３５名ほどが出席 した。

１９５７年 ５月には反米暴動が起こ り、

宣教師は 「米軍屋敷」に数 日間避難 し

た。長老たちは病気に用心 しなければ

ならず、言葉はいまだに大きな壁 とな

っていた。

しか し１９５７年の暮れ までには台湾全

土で５０名ほどのバプテスマがあった。
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１９５８年 に は・さ ら に １２０名 のバ プ テ ス、マ

が あ り、年 の 終 りに は ６都 市 に ３１名 の

宣 教 師 が 働 い て い た 。 １９５９年 に は マ ー

ク ・Ｅ ・ピー ター セ ン長 老 が 台 湾 を訪

れ 、 この 地 を福 音 伝 道 の 地 と して奉 献

した。 教 会 幹 部 の 訪 問 は そ れ が 最 初 で

あ っ た。 （デ ビ ッ ド ・０ ・マ ッケ イ大

管長 が ず っ と以 前 に 中 国全 体 を奉 献 し

て は い た が 。） 伝 道 活動 の 開 始 以 来 ３

年 半 を経 過 し た１９５９年 末 に は 、 ８支 部

が 組 織 さ れ 、 宣教 師 は４５名 に 増 え 、 そ

５０７



の うち１４名は土地の聖徒 たちであった。

１９６０年代は全般 を通 じて発展の一途

をたどったが、その ２大事業が台北 と

高雄に建て られた大 きな礼拝堂とモル

モン経の翻訳完了であった。指導者の

養成に も力が注がれた結果、１９６５年中 ‘

には１６支部中１１の支部を地方の兄弟た

ちが管理す ることとなった。

１９７１年 １月１１日、南部極東伝道部に

伝道の経験 を持つマラン ・Ｒ ・ジャク

ソン長老が、台湾台北伝道部の伝道部

長 として赴任 した。現在は ３地方部 を
う

擁する伝道部 と合衆国軍人の地方部 と

３０支部、 ７千人以上の教会員がいる。

平均２００名の宣教師が全時間を伝道に

捧げてお り、現在の伝道部長は トーマ

ス ・Ｐ ・ニールソンである。台北、台

中、高雄に３つの礼拝堂があり、台東

にも現在建築中である。教会機関誌は

「聖徒の声」 という名称で広 く読 まれ

ている。神殿訪問のために出国の許可

を取るのはむずかしいが、古い記録 に

よって系図を何千年 も昔にさかのぼる

ことができる。地域の教会員の喬麩芽

王 （ジョセブ ・ワン）兄弟がコーデ ィ

ネーター となって、中国人の ３地方部

に活発なセ ミナリー とインステ ィテユ

ー トが開かれ、４２０名ほ どの生徒が登録

されている。

台湾の人々がこれほどに福音を受け

入れやすいのはなぜなのだろうか。当

時嘉義支部長の張翔 （チャン ・チェン
・シャン）兄弟はこの疑問に対 して、

台湾台北伝道部の月刊誌の中で次のよ

うに返答している。
「中国は ５千年の文化、文明、伝統

を持つ とよく言われる。現在 も中国人

の多 くが神 を拝む風習に従っている。

彼 らは、神の姿を取った偉大な力が全

自然、全宇宙を支配すると信 じている。

台湾では太陰暦の １月 ９日に４種類の

果物 を供えてその神 を拝む。彼 らの神

に対する概念がたとえ多 くの点で異な

っていようと、中国では神々への信仰

は昔からの伝統なのである。

中国人がなぜ教会を受け入れやすい

かということのもうひとつの理 由は、

中国文明である。古代、中国は東洋最

５０８

大の文明国であった。代々の王朝は世

界各国の客人を歓迎 した。中国は何百

年にわたり、あらゆる職業、国籍、宗

教の人々を自国に迎え入れ、その文明

の利点を吸収 した。大勢の中国人がそ

の進取的な文化交流に啓蒙され、時が

たつ うちに段々 と、中国人は外国の文

明や宗教 を受け入れやす くなっていっ

たのである。私たちの教会の福音は外

国人によって紹介 された文明の うちで

も最 もす ぐれたものなので、神の真理

はそれに出会 う多 くの中国人か ら愛さ

れるのである。

中国社会 は家族 と国家 と文化に土台

を置 く。大半の中国人は非常に強い愛

国感情 を持 っているが、それは中国人

が情 というものに大きな価値 を置いて

いるからである。 イエス ・キ リス トの

教えも愛などの徳高い感情 を中心 とし

ているので、中国人はキリス トとその

教会に対 して実に友好的である。

もうひとつ特筆すべ き興味あること

は、中国人の慣習が古代イスラエル と

ほとん ど同じことである。 多くの中国

人は宣教師から初めて福音を聞いたと，

きに、救：いの計画や神の存在に共鳴す

る。彼 らは先祖を敬い、拝 んだりもす

る。仏壇 を作 り、家系図を作る。中国

の系図信仰の素晴 らしさのゆえに、私

は家系 を４千年 も昔 まで調べることが

できたのである。 （丁舵 丁α吻απ

Ｍ誌訂ｏπαγッ 「台湾伝道」 １９７３年 ７

月号）

福音を受け入れることの典型的な例

が虫可寮支部である二王天徳 （ワン ・チ

ェンタイ）兄弟は１８年間、特定の教会

に属 さずに虫可寮でキリス ト教信者のグ

ループに説教師として福音を説いてき

た。王兄弟の娘が宣教師に会ったとき、

什分の一や、禁酒、禁煙、日々の祈 り、

聖書の勉強、水に沈めるバ プテスマな

ど、父親の教 えていたことと多くの点

で共通 していたこともあって、彼女は

宣教師の言葉 を真理だと思った。．彼女

はその教えを父に伝え、しばらく後の

１９７３年 ４月 １日、王兄弟一家はそろっ

てバプテスマ を受けた。 その 日、王兄

弟は信者たちに次のように言うた。「１８

年間、私は皆さんにバプテスマ を授け

てきました。 しか し私は権威を持たな

いでそれを行なって きました。福音は

回復されて、神権があ ります。皆さん

は私についてきて下 さいました。

これまで何年も私 を羊飼いとして信頼

して下 さいました。 どうか、きょう、

私について、バプテスマの水に入って

欲 しいと思います。」 その同日、５０人

の信者がバプテスマ を受 けた。彼 らの

小さな礼拝堂はこの教会に委譲 され、

す ぐ後で王兄弟が支部長に按手任命さ

れた。

中国文化は台湾の人々にとって非常

に重要 だが、それは急速な教会の発展

にも影響を及ぼしたと言えよう。儒教 、

道教、仏教 もキ リス ト教 と同様大 きな

影響力を持つ宗教であるが、伝道活動

が始まってからの１０年間に特定の宗教

に正式に所属する人の数が ２パーセン

トから５パーセント以上に増加 した。

台湾の人々の生活に大 きな位置を占

めるもうひとつの重要な要素は、その

政治的立場である。台湾は１９４９年以来 、

中国全土の支配権 を主張する国民党政

府の下にある。１９４９年当時、中国共産

党は中国本土を支配し、国民党は独自

に台湾を興した。１９７１年に国民党は国

連か ら追放され、共産中国が議席を得

た。１９４９年の危機に政府を導いた蒋介

石総統は、去年の４月に死亡するまで

現役で指導を続けた。・

現在の教会が当面するふたつのチャ

レンジは、文化と政治の情勢である。

ほかに も、初期の宣教師が遭遇したと

はまったく違 う問題がある。 しか し台

湾の教会員は高い目標を持っている。

強力な指導力とステーキ部設立 と、神

殿事業の推進 、活発化活動、そして１６００

万近い民への伝道 と。

張翔兄弟の言葉は、台湾の聖徒たち

の将来への展望を語っている。 「私は

台湾の伝道活動が将来 もいつ も盛んだ

と信 じています。神はいつも教会の中

国人を心にかけて下 さいます。台湾の

宣教 師と教会員が強い信仰 を持って、

立派に耐え続けることができるように

祈っています。」



しぶ や ひ ろか ず か っ や ま あ さ こ

日本 の

お友 だち
竈 盟

お か む ら や よ い か さい き ん や

９

∂

シ ユテ イ ・シ エル ・ハ ス ク ９

Ｐ

奪

こ１濱；磁 ギ

鐸臨
、 、ｉ ・ ・ β ・ ’

ぎ ひ を だ が

磯 鱗議
添驚曝

鵜
ξ

欝
驚

ｆ

懸鍵擁 姦 嬬
礁嚇 趨 雛一

シ

あ まの た か し ほ そ か わ た か よ さ さ き たか あ き ほ そ か わ き よ か さ い

懇蝶邊

無．

謬

灘 轟
ま さ と し

’ 〆 ・麟

κ ド響謝

識

腰

お か む ら み な え ほ りい ひ ろ し

鍛 、灘 黙

ビ ブ

慶 ， ，

弓 ち報

鱒 範
５０９



、

フィリピンの

お友だち

フィリピン共和 国 は 、一年 を通 じ

て あた たか く、 木 々は いつ も緑色

を して い ます 。 こ どもはオー バ ー

コー トな ど着 た こ とが あ りませ ん

し、 もち ろん雪 な ど見 た こ と もあ

りませ ん。

フ ィ リピンの家族 は こ どもが 多

く、 ６、７人 い るのが ふつ うです 。

バ ー デ ン ・ピ ロベ ロ エ セ ル ・ピ ロ ベ ロ

ラ ボ ン ネ ・ジ ュ ン プ ジャネ ッ ト・ラ ミレス

家族は小さな家に住み、その家が 騨 響響歴 へ

集 まっ て村 をつ くって い ます 。 ほ

とん どの家 が 土地 をたがや した り、

家 ち くをか った り してい ます 。 い

なか に い くと、た いて いの 人が お

米 を作 っ てい て、家族 みん なが仕

事 をて つ だい ます 。 ですか ら、な

わ しろに まいた種 が大 き くな り、

それ を田 に植 えか え 、 そこ で大 き

く成長 し、 ほが重 そ うに頭 をたれ

るまでの長 い間 の こ とを、 こ ど も

た ちで もよ く知 ってい ます 。

１４年 前 に は じめ て フ ィ リピンに

・， 覆

覆

ア ル ウ ィ ン ・ リ ム

ジ ョ ビタ ・サ リナ ス，ロー デス ・サ バ

羅 、翼

宣教 師 が送 られ て きま した 。今 で

は教 会 貝 は２０，０００人 に もなりました 。

会 員 は たいて いマ ニ ラに住 んで い

ます が 、フ ィ リピンの あ ち こちに

支部や 伝 道所 が あ ります 。

末 日聖徒 の こ ど もたち は、 プ ラ

イマ ・リーや 日曜 学校 に行 くのが だ

いす きです 。家 では毎週 月 よ うび

に、家庭 の夕べ をひ らき ます 。 こ

どもた ちは レ ッス ンのお てつ だ い

をす るのが いつ も楽 しみ です 。

フ ィ リピン は い くつか の地 方 に

わか れ て いて 、そ れ ぞれに 方 言が

あ ります 。です か ら、ほか の地 方

に住 む 人 び との こ と を りか いす る

ため に、 い ろい ろ な方 言 を勉 強 し

なけ れば な りませ ん。教会 員 はほ

とん ど英 語 を話 します 。で すか ら

日曜 学校 や プ ラ イマ リー は ふつ っ

英語 で行 なわれ て い ます。

ミ ッ シ ー ・ リ ム ミシ ュ レ ネ ・ リム ア ベ レ ル ・ リ ム マ イ レ ネ ・ リ ム ア ン グ ス テ ィ ア ・タン

５１０
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ミー ・ヤ ン ・チ ョイ キ ョ ン ・ア ン ・イ ー ミ ー ン ・ス ー ク ・キ ム チ ュ ル ・ス ン ・バ ク
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こどもの ころの こ とを考 えると、

時間の たつ のは とって も早 いな と思

います。心 に残って いる一番楽 しい

思 いでは、プライマ リーに行 った と

きの ことです。 そこでイエ ス ・キ リ

ス トの大 きな愛につ いて学んだ り、

主 をさん美す る歌 を歌 った りしまし

た。短 い劇 を作 った り、ゲーム をし

た りもしました。先生 たちは よ く教

えて くださり、私 たちがよい ところを

のばせ るように助け て くれ ました。

プライマ リー を卒業す る とき、卒

業証書 と開拓者の旗 をもらい ました。

うれ しくて、 どう言 ったらいいのか

わか らな い くらいです。教 会のひ と

つの コースが終わった しる しの この

美 しい旗 を手 にす るこ とがで きて、

とって もうれ しいです。で も、 もう

プライマ リー に行 けないのか と思 う

と、さみ しいです。

ウェン ・チェ ン ・イ

ある日庭 にいる と、ふた りの外人

の女の人が家 に入 って きました。ふ

た りは ドア をノックす る と、宣教 師

だ とい うことを話 しました。 そこで

ふた りを中にまね き、お母 さんをよ

んで きました。

それか ら福音の勉強がは じまった

のです。 そ してす ぐに教 会に入 りま

した。学校の先生 も教会 員で した。

そ して生徒た ちに、プライマ リーや

日曜学校に出席する ように と言 って

い ました。

台湾の こどもたちは学校が いそが

しいです。 遊ぶ時間な どあま りあ り

ません。で も休 日には魚つ りに行 っ

た り、 山に登 った り、泳 いだ り、そ

れに家でチェスを した りします。

たいていの人は仏教徒 です。 お ま

つ りにな ると、紙のお金 を焼 いて、

かん しゃ く玉 を爆 発 させ 、家に幸運

を招 き入れ 、悪魔 を追 い払 います。

リウ ・チェン ・チ ェン

ある 日ふた りの長 老がや って来て、

福 音につ いて話 して くれ ま した。 家

族 はみ んなこの話 に感動 して しまい

ました。

家族がバプステマ を受 けて しば ら

くしてか ら、私 に もバ プテ スマの と

きが来 ま した。教会 が思 ったよ りも

すば らしく、聖い ことを感 じました。

教会 に足をふみ入れ、おだやかな さ

ん美歌 とピア ノの音 を聞 くと、いつ

も喜 びでいっぱいにな ります。 さん

美歌 を歌 って いるときはなおさらで

す。

時間がたつのはほん とうに早 いと

思います。教 会に入って もう３年に

な ります。 これか らも福音 をよ く学

び、 りか いしなければな らない と思

っています。 末 日聖徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教会はほん とうの教 会です。神

様の いましめ を守って、清 い生活 を

し、教 会 を大切 に したい と思い ます。

リン ・ウェイ ・ウェイ

ぼ くはチン ・フ ァーです。小学校

３年生です。 お父さん、お母 さん、

それに きょうだい ６人で くらしてい

ます。 みんな教会員です。一番上の

お兄 さんはＢＹＵのハ ワイキャンパ

スにい ます。 もうひ とりのお兄 さん

は台湾で勉強 して います。

家族 は教会が この国にで きてか ら

ずっ と活発です。今では教会の ない

生活なんて考 えられ ませ ん。 ここに

いる多 くの会員がぼ くの こ とを心 か

ら愛 して くれ ます。 ぼ くは きょ年 ８

さいに なったのでバ プテ スマ を受 け

ました。ぼ くは家庭 の夕べの ような

教 会の活動が だいす きです。

天のお父さまはぼ くたち を愛 して

ください ます。 この世 は とて も美 し

い ところです。神様 がほん とうの教

会 を与えて くださ り、愛 されなが ら

成長 で きるの で、とてもうれ しいです。

チ ン ・ファー ・シャ ン

８さいの とき、お母 さんが私 を教

会に連 れていって くれたので、教会

についてよ く知 るようにな りま した。

プライマ リーでい ろいろなこ とを

学び ました。何か こまったこ とが あ

る と、プライマ リー の先生が助けて

くれ ました。 プライマ リー を通 して、

私 はいろいろなこ とを学 び、証 を得

ることがで きたのです。 これ は神様

か らの祝福 です。 よい教会員になれ

ば、 もっ と多 くの祝福が得 られ るこ

とも知 っています。

テン ・チ ィア ・チイ

ぼ くの家族は全 員教会員 です。 お

父 さんは学校 の先生 です。や さし く

て、こ うふ くに して くれ ます。 お母

さん もや さしいです。ぼ くたちのた

めに一生けん命働 いて、い’ろいうな

こ とを して くれ ます。 その よ うに し

て くれ るお母 さんに感謝 してい ます。

ぼ くには ３人のお姉 さんが いて、

いつ もどうした らよい子になれるか

を教 えて くれ ます。 ときどきけんか

を しますが、とてもいい友だちです。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 は

ほん とうの教会です。 ぼ くの家族 は

神様が与えて くださった永遠 の家族

で あることも知 ってい ます。

リ ・マン ・チ ェン
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を俗お 友’を奇
肇

お母さん はよいむす ごをもち ま した
じゅう に し と ひょう ぎ いん かい ほ じよ

十二使徒評議員会補助

ア ドニー ・Ｙ ・小松

わた しは ３４年 と少 し前、まだ高 とう学校 に通 ってい

た ころ、は じめて、せ ん きょうしに会い ました。せ ん

きょうしはＭ ＩＡのバ スケ ッ トボールのチー ムに入 る

ように といいま した。教会 のことは、なに も知 りませ

んで したが、バ スケ ッ トボールは大す きだったので、

Ｍ ＩＡに行 きました。それか ら、 日よう学校 に も、せ

い さん会 に も行 くようにな りました。

１年 のあいだ教会 につ どい、せ ん きょうしとい っし

ょに、ふ くいん を勉 強 しま した。ジ ョセブ ・ス ミスが、

は じめ て神 さまと会 った話 を読 み、バ プテスマ をうけ

て教会に入 ろうと思 いま した。その夜 、わた しはバ ブ

テスマ をうけ ようと決心 し、家 に帰 ってお母 さんに話 ・

しま した。お父さん は、 もう死 んで しまってい ませ ん

で した。

お母 さんの 目か ら、なみだが あふれ ました。なぜ 、

な くのですか 、 と聞 きました。

お母 さん は、 いい ました。「うれ しくて、な くん じゃ

ありませ んよ。か な しいん です よ。」お母 さん は、 ま

た、むす こを うしなわなければ、な らなか ったのです。

お父さんが しんだあ とお兄 さん もしに ました。お母 さ

んは、 わたしを、キ リス ト教会に、 とられて しまうと

いいま した。

お父 さんが しんだあ と、お母 さんは そのベ ッ トめ わ

きで、子供 たちを、 りっぱな仏教 とに します と、や く

そ くしたのです。 わたしは、 １年間、せ ん きょうした
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ちとまじわっていたこ と、いつ もよいことを学 び、わ

るい ことは、なに も学 ばなか ったこ とを話 しま した。

そ して、 もしバプテスマ をうけ たあと、お母 さん を

こまらせ た り、はずか しい思 いをさせ た りした ら、教

会 に行 くこ とをきん しして もいいです。 口答 えはせ ず ・

に、お母 さんのい うとお りに します、 とや くそ くしま

した。

それか ら、 こういい ました。で も、 もしよい人にな

って、お母 さん をたいせつに して、家族や弟や妹 に し

んせつにで きるようになった ら、こ ういいますよ。「ずっ

とっづ けて、教会 に行かせ て下 さい。教会は、えいえ

んの生命 をうけ るために、い ろいろなこ とが勉 強で き

る ところなのです。」

わた しは、お母 さんに とめ られ ないか ぎ り、教会 を

は なれな くともよ くな ったのです。 それか らは、せん

きょうしに教 えられた、ふ くいんのげんそ くに したが

って生活 し、 自分で も、げんそ くを勉 強 しました。 そ

して、天のお父 さまか ら、 しょうらい、お金 にこまる

ことはけ っ して ない という、か くしんをえました。

バ プテ スマ をうけてか ら、ず っと、ふ くいんのげん

そ くを、実行 して きま した。マ タイ伝 の このせ い く

が 、大す きです。 「まず神 の国 と神の 義 とを求め なさ

い。 そうすれば、これ らの ものは、すべて添えて与 え

られ るであろ う。」 （マ タイ ６ ：３３）



お と う さ ん ：大 き な こ え

で 、 お い の り し て お くれ 、

き こ え な い じ ゃ な い か 。

お ん な の こ ：い い の よ 、

お と う さ ん に お い の り し

て る ん じ ゃ な い ん で す も
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ビバ リー ・ジ ョンス トン
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畿爆

紘：羅

お に わ に 、 い ろ い ろ な もの が 、 か くれ て い ます 。 さ が し

て あ げ て く だ さ い 。 ウ サ ギ 、 エ ン ピ ツ 、 メ ガ ネ 、 コ ト リ、

ア ヒ ル 、 ア イ ス ク リー ム 、 コ ッ フ。、 カ サ 、 ハ ン ドバ ッ グ 、

カ タ ツ ム リ 、 ク ツ 、 チ ョ ウ チ ョ、 ア イ ロ ン 、 サ カ ナ 、 タ コ

み ん な み つ か ３ た か な 。

て ん を む す ん で み ま し よう

この どうぶつは、木にのぼ りもせ ずに、

高い ところの はっぱ をたべ ます。 さてな

んで しょう。

蹴
・＠

ミミ＼

§ 》 響

」彦 ぜ ∠ノ．　 へ
．／０

ぱ

蝉 め

． 差
ご

． 、 ｅ

・母 当♪ ・』’

５１５



働
この中 に虫が ６ぴきか くれています 。

さあ、見つ けて、色をぬ りま しよう！
鵯
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日本 繧一 騒圏翻襲

原爆の死の灰の中か ら立ち上が り、富

と指導力とを獲得 して、世界の大国の

仲間入 りをした国なのである。

戦後の日本の変化 と復興につ吟て語

る例 として、１９４８年にこの地で伝道活

動を再開して以来、末 日聖徒イエス ・

キリス ト教会がたどった足跡ほど、良

い例はないであろう。第二次世界大戦

が終わる頃には、教会 と、日本に残さ

れて瞬る会員たちとは、全 く連絡が取

れな くなっていた。１９２４年に、ヒーバ
ー ・Ｊ ・グラン ト大管長が、もっ と「好

ましい時期」になるまで、日本におけ

る伝道活道を暫定的に中止する決定を

下 したのである。だが、大戦の終結 と

共に、確かに、「好ましい時期」が到来

した。伝道部が閉鎖され るまでの２３年

間に、バプテスマを受けた人は １７４人

であった。だが、伝道が再開されて以

後の２７年間に、 ６つの伝道部 と３つの

ステーキ部でバプテスマ を受けた人数

は、 ２万 ５千人に も及び、現在でも毎

年約 ３千人がバプテスマ を受けて教会

に加入 している。

日本の復興の奇跡 を理解 し、その未

来の可能性 を探 るためには、急速な工

業化や経済的な繁栄 といった表面的な

面だけではな く、更に一歩進めて、日

本人の国民性について研究する必要が

あろう。イエス ・キリス トの福音の持

っ力は、人種的、文化的な壁をのり越

えて、人々の生活 を変えているが、こ

の力を理解するにも、同じことが言え

る。つ まり、 日本人の様 な民族の中で、

この力が実際に、どう機能 しているの

か、これを調べ る必要があるのである。

日本人の精神は、今でも、その文化の

中に深 く根をおろしている。この文化

は、ローマ帝国が滅亡への道をたどっ

ていた頃、見事に咲き誇っていた文化

なのである。

日本は、温帯、しか もアジア季節風

帯の北東の端にある。人口は、 １億 １

千万人、面積は約３７万平方キロメー ト

ルある。また、日本は山の多い国であ

る。湖、火山、大小の河川、細か く区

切 られた田園が各地に見 られ、また小

高い山の頂には、松や杉の林に囲まれ

て、神々を祭 る社が見 られる。 日本は

また、桜の国、雪の王冠を頂 く富士山

の国である。 日本は、北海道、本州、

四国、九州 という４つの主要な島と、
５１８

その近辺の数千 という大小の島々から

成 り立っている。気候は、北は北海道

の北欧並みの寒冷地帯か ら、南は九州

沖縄の亜熱帯の温暖地帯まで様々であ

る。

日本は、アジア本土か ら地理的に離

れていたために、極めて独特の文化を

発達 させた。比較的、外来思想の導入

や外敵の侵入が少なか ったのである。

このように世界の国々から孤立 してい

たために、日本人の心には、母国との
一体感が育 まれたのであろう。

だが、このようにアジア大陸から離

れていたにもかかわらず、中国だけは、

日本の文化に深い影響 を及ぼした。中

国は、 日本に漢字 と禅 を伝えた。この

禅は、もともとイン ドか ら中国に伝わ

った宗教哲学であるが、これが、朝鮮

半島を通って、日本に伝えられたので

ある。

静的な内省に重 きを置 き、自ら大宇

宙 と調和す ることを旨とす る禅 は、次

第に 日本人の生活の様々な面に溶け込

んでいった。芸術、文学、建築、音楽、

風習、習慣に至るまで溶け込み、日本

人の生活の最 も洗練された、表現様式

となった。例 えば茶道であるが、これ

は人と宇宙を調和させ ることにその目

的がある。静か’な気持でお茶を立てる

ことにより、人は、真の己を知るよう

になるのである。

宇宙 との調和は、日本の庭園にも見

られ る１。 日本の建築物は、そこに住む

人々が、四季おりお りの自然の気持に

浸れ るように作 られている。日本の庭

園は、言わば、小宇宙である。庭園は、

１個の芸術作品と考えられてお り、黙

想の対象 となるように作 られている。

岩、池、砂、樹木、石を巧みに配置 し

て、山や海、森や平地を表わそうとす

るのである。花の姿は、ほとんど見当

らない。この際、色彩は、大きな問題

ではない。むしろ、調和 とか多様性 と

いったものが、その構造や、緑の陰で

追求され るのである。

また、やは り、詩的調和というもの

の反映は、文学の中に、更には 日本語

その ものの中にも見 られる。中国か ら

漢字を導入した日本人は、この漢字か

ら、漢字、ひらがな、かたかなという、

３つの書体 を編み出した。 日本語で字

をうまく書 くためには、能筆家である

と同時に画家でなければならない。こ

の筆記 と絵画は、しばしば一枚の作品

に同時に表現される。これは、日本の

芸術の好例である。ここには、自然と

人との間に、実に密接な調和が存在 し

ているの である。

末 日聖徒イエス ・キヴス ト教会が、

日本人の心に回復 された福音の豊かな

教えを伝 える業 をすすめる際、言葉 に

対す る問題は、最 もむずか しい問題で

ある。初めて日本に上陸 した教会の宣

教師にとって、言葉の問題は、目の前

に立 ちふさがる数々の難関のうちでも、

最 も恐ろしいものであったに違いない。

この難関 を突破するためには、いつ

の時代 でも、犠牲と義務に対する忠誠、

そして敵の面前でもたじろがない勇気、

そして挫折に くじけない根気強さが必

要である。初期の長老たちは、最低 ５

年間は 日本に帯在 して、日本語 と日本

の習慣を学んだ。こうして初めて効果

的な伝道ができたのである。 日本伝道

部の最初の２３年間に、お よそ８８人の宣

教師が伝道 したが、 もとよりこの人数

は、広大な働 き場所 を持つ 日本 として

は気の毒 なほど少ない人数であった。

こうした長老たちの多くは、異常 と思

えるほど、喜んで犠牲を捧げた。さら

に、文化面や言語面の問題に加えて、

侮辱や、脅迫にも立ち向かわねばなら

なかった。また、多 くの地域では、教

会に出席する会員の人数が、 ５本の指

に満たなかったところもあったのであ

る。

１９０１年 ９月１日、 日曜 日の朝、 ヒー
バー ・Ｊ・グラン ト長老は、１８歳にな

るアルマ ・０ ・テイラー長老 と他のふ

たりの長老を伴い、東アジアで最初の

伝道活動 を開始 した。グラン ト長老は、

長老たちの小グループを率いて、横浜

の南部にある丘の頂上の森の中へ入っ

て行 った。グラン ト長老は、そこで日

本の地 を 「真理を宣べ伝 えるために」

献納 したのである。若 きテイラー長老

の 日記には、グラン ト長老の献納の祈

りと共に、感動的で霊的な経験が、次

の様に記 されている。「長老の舌 はゆ

るめ られ、みたまが長老の上に力強 く

とどまった。その力が余 りに も強かっ

たために、神の天使が身辺にいるのを

感 じたほ どであった。献納の言葉が長

老の口をついて出るたびに、私たちの

心は、いよいよ燃え立った。私は、い

まだかつて、あれほど力強い祈 りは耳

にしたことがなかった。言葉の一つ一

つが、私の骨髄の中まで貫き通った。」

だが、そうした決意 と信仰にもかか

わらず、長老たちめ伝道活動は、人々

と交わることができなかったために、

実質的には何 も進 まなかった。配布用



の 日本 語 の ち ら しさ え持 た な か っ た た

め に 、 こ の お とず れ を説 明 す る こ とす

ら で き な か った の で あ る。 だ が 、 宣 教

師 た ち は 、 日本 人 の家 庭 に 寝 泊 ま り し、

そ こ で は 、 毎 日 日本 語 を使 う こ と を余

儀 な く され た ため 、 日本 語 を理 解 し始

め る ま で に は 、 そ れ ほ どの 日数 を要 し

なか った 。 そ の宣 教 師 の 中 で も 、 テ イ

ラー 長 老 の 上 達 の速 さは 、特 に 目覚 ま

しか っ た 。 彼 は 、讃 美 歌 を ２曲 翻 訳 し

たが 、 これ は 、伝 道 開 始 後 １年 た っ て

開 設 さ れ た 本 部 と東 京 の 日曜 学 校 で歌

わ れ る こ とに な った 。 日本 人 は 、歌 を

愛 す る 民 で あ る 。 そ の ため 、 この シ オ

ンの 讃 美 歌 は 、 日本 人 を教 会 に 近 づ け

た だ け で な く、 改宗 者 が 、信 仰 を守 る

上 で の助 け に もな っ た。

１９０４年 、 ア ル マ ・テ イ ラー に モ ル モ

ン経 の 翻 訳 とい う歴 史 的 大事 業 の責 任

が 与 え られ た 。 この 問 に テ イ ラー 長 老

は 、 伝 道 部 長 に も召 され た 。 彼 は モ ル

モ ン経 を 日本 語 に翻 訳 す るに あ た っ て

並 々 な らぬ 貢 献 を した 。 そ して 、 ６年

近 くそ の仕 事 に 打 ち 込 ん だ 末 、翻 訳 を

完 成 し、 ４冊 の 原稿 を準 備 した の で あ

っ た 。 ２，１００ペ ー ジに 及 ぶ ロ ー マ 字 原

稿 が １冊 、 日本 語 の 原 稿 が ３冊 、 これ

は合 わせ て １万 １千 ペ ー ジ以 上 に も 及

ん だ 。 そ して 、 １９０９年 の １０月 、 遂 に 印

刷 に 付 され た の で あ る。

伝 道 開 始 後 、 ２３年 経 と う とい う矢 先 、

こ の 時 大 管 長 に な っ て い た ヒー バ ー ・

Ｊ ・グ ラ ン トは 、 も っ と好 ま しい時 期

が 来 る ま で 、 「暫 定 的 に」 伝 道 部 を 閉

鎖 す る とい う決 定 を下 した 。 １９２４年 ８

月 に 伝 道 部 は 閉 鎖 さ れ た が 、 一 時 的 な

引 揚 げ とは 言 う もの の 、 だ れ の 目か ら

見 て も、 さほ どの 勝 利 を収 め た とは 言

い 難 い もの が あ っ た こ とは 確 か で あ る。

モ ル モ ン経 は 、 す で に 翻 訳 され 、 出 版

され て い た 。 そ の 内容 を理 解 し、 そ れ

に 従 っ て生 活 す る 強 さ を見 出 した 勇 気

あ る 日本 人 も い た 。 悲 しみ に打 ちひ し

が れ て 、 宣 教 師 た ち に 別 れ の あ い さつ

をす る改 宗 者 の 聖 徒 た ちの 小 さな 群 れ

の 中 に 、 奈 良 富 士 哉 の 姿 が あ っ た 。 彼

は 、 後 に 、 こ の グル ー プの 管 理 長 老 に

指 名 され た。 さ らに 彼 は 、 こ の 後 に 続

く長 い 暗 黒 時 代 の 間 、 忠 実 に そ の 召 し

を果 た し た だ け で な く、現 在 で も、 日
．本 東 京

ス テー キ部 の 祝 福 師 と して 働 い

て い る。

当 時 の 日本 人 の 教 会 加 入 とい う奇 跡

を理 解 す る ため に は 、 日本 の伝 統 と文

化の力を理解子る必要がある。例えば、

知恵の言葉の戒めは、 日本人には、全

くもって理解 し難いものであ り、それ

だけにまた受け入れ られる余地もなか

ったのである。 日本では、客に対 して

お茶を出さなかったり、’或いは、客の

方で、そうした厚遇 を拒んだりするこ

とは、社会の礼儀 （これが、日本では

最 も重要 なものである）に最 も反する

ことなのである。同 じことが、酒を飲

むこ とについても言える。この酒は、

家族の宗教的な行事があった り、社会

的な行事や、休 日があった りすると、

決まって出されるものである。 日本人

にとっては、どんな行事も、宗教生活

と深 く関連 してお り、また、その人そ

の人の丁重さをあらわす ものなのであ

る。

だが、何 と言って も最大の障害は、

日本人が 神 聖 としてあが めている天

皇に対する忠誠心であった。こうした

考え方は、キリス ト教 を至上 とす る考

え方 と真正面か ら衝突している。入が

その主君 （天皇）に死に至るまで忠実

でいるという考え方は、 日本の社会が

何世紀にもわたって培って来た資質の

中でも、最たるもののひとつであった。

だが、こうした幾多の障害の中から

も、改宗者は生まれた。しか も、宣教

師が引き揚げ、教会のプログラムが中

止された後の２４年 もの問、孤立と銀難

に耐え得 るほどの固い信仰 を持 った改

宗者が生まれたのである。これは実に、

イエス ・キ・リス トの福音がもたらした

大 きな奇跡のひとつ と言えよう。

日本での伝道活動が中断されてか ら

１３年近 く経 ったとき、グラン ト大管長

は、ハワイで、在住 日本人のために伝

道部を再開した。１９３５年には、オアフ

ステー キ部で日本人支部が組織 された。

ハワイの伝道部長ジェイ ・Ｃ ・ジェ

ンセンは、 日本軍が真珠湾にある米軍

基地 を奇襲 したとき、アメリカ人の宣

教師に向かって次の様に語 った。
「真珠 湾での出来事 をかさに、日本

人を憎むようなことがあってはな りま

せん。 日本人は善良な民族 です。その

指導者たちの とった行動は、彼 らの責

任ではあ りません。福音はやがて力強

く日本へ戻って行 きます。あなたたち

が、このハワイにいる日本人を愛する

と同 じ様に、日本にいる日本人も愛さ

なければなりませ ん。そして、現在、

充分な時間がない ものと思 って働かな

ければな りません。あなたたちが気付

いている、いないにかかわらず、あな

たたちは、 日本で教会を再び確立する

ために、その基礎 を築 いているのであ

り、備えをなしているのだか らです。

その 日は、近い将来に必ずやってきま

す。」

ジェンセン伝道部長の予言の言葉は、

文字通 り成就 している。現在、 日本の

伝道部を管理 している６人の伝道部長

は、皆 日本人を先祖にもつハ ワイ人で

あ り、またひとりを除いて、皆、ジェ

ンセン伝道部長の時代に教会に改宗 し

た人々である。 日本で、教会活動 を再

開する頃に召された指導者の多 くは、
ハワイで教会に加入した人々か、或い

は、日本ハワイ伝道部の時代に宣教師

として働 いた人々であった。

ジェイ ・Ｃ ・ジェンセンの後を継い

で伝道部長 となったエ ドワー ド・Ｌ ・

クリソー ドが、第二次世界大戦後初め

て、 日本での伝道活動を再開 した。メ

ルビン ・Ａ ・ウィニ ッグが彼に同行 し

た。彼はハワイで、宣教師として、ま

た伝道部長 として働いた人物である。

だが、占領軍の中にいたモルモンの長

老たちが、すでに道を切 り開 き、人々

に福音を分かち与え、聖徒たちとの接

触 を始めていた。この聖徒たちこそ、

いわゆる 「暗黒時代」に耐えて、教会

の光が戻って来る日を待 ち望んでいた

人々なのである。

伝道活動 も、合衆国のモルモンの軍

人の手で新 しく始め られた。ある時、

ひとりの軍人が呼び とめ られて暖 をと

りにその家に入って行 くと、お茶 を一

杯すすめ られた。彼は、化学の教師で

あったその日本人に、知恵の言葉につ

いて説明 した。この教師は、佐藤龍猪、

後に 日本人として戦後始めてバプテス

マを受けた人物であり、モルモン経の

新訳、教義 と聖約、高価なる真珠、そ

の他重要な著作の翻訳 をした人物であ

った。この同 じ日、もうひとりの軍人、

現在では十二使徒評議員会会員 となっ

ているボイ ド・Ｋ ・パ ッカーが、佐藤

姉妹にバプテスマを施 した。 ウ

１９４８年 ３月、 クリソー ド伝道部長は

東京に到着 してか ら程な くして、恵ま

れて伝道本部の地所 として最適の建物

を購入することができた。厚生大臣が

以前から住んでいた建物で、多少爆撃

のあ とがある建物だった。 日本の伝道

部は、それまで自分たちの建物を所有

したことがなかった。そのために、永

続性が感 じちれなかったのである。初

期の聖徒たちもやはり、自分たちの建

物 を所有 したい と熱心に考えていた。

１９２４年に日本から伝道部が引き揚げた、

あの試練のとき、永続性のあるものが
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何ひ とつなか ったことを痛感 したので

ある。着任早々の伝道部長が建物を購

入したとき、 日本の聖徒には、これが
「末 日聖徒イエス ・キリス ト教会は、ず

っと日本にとどまります。二度 と引き

揚げることはあ りません」 という証明

になったのである。マシュー ・カウリ
ー長老は、この修復なった建物を伝道

本部 として献納する際、予言 して、「こ

の地たは数多 くの教会堂 と、さらに数

々の神殿が建てられる」 と約束した。

１９４８年 ６月、戦後初の宣教師が５名、

日本に到着 した。その年の末までに、

宣教師の数は、日本人を先祖に持つ ６

名のハワイ人を含めて、１７名になった。

初期の伝道活動が不成功に終わったこ

ととは対照的に戦後の 日本で教会が大

きな成功 を収めたことには、無論、数

々の理由があった。その中でも最：大の

理由のひとっは、情緒的な風潮が一変

したことにある。 日本人は、敗戦によ

って手痛いショックを受けていた。そ

して、自分たちの人生 を建て直す方法

を捜 し求めていた中で福音に耳 を傾け

る準備のできた人が多かったのである。

こうした気持の変化を、改宗者のひ

とりである吉沢敏郎は、次の様に述べ

ている。「１９４５年 ８月１５日に、日本が降

伏 した とき、日本は不滅であると信 じ

ていた私の確信は、音をたてて崩れ始

めました。天皇を神 と考えていた私は、

精神面の切 り換えを、どうして もしな

ければなりませんでした。確信を失っ

て しまい、何 をしたらよいのか、．全く

途方に暮れていたのです６」

彼は、様々な宗教 を研究 し、古代の

日本人が した様に、霊的に目覚め よう

と努めた。だが数々の試み も、徒労に

終わっていた。そんなある日、彼は街

頭でモルモンの宣教師に出会った。彼

は、その宣教師の霊性に、態度に、そ

してその教えに強 く心を引かれた。
「何か を求めて飢え渇 いていた私の

心は、その宣教師に、またその飢 えに、

強 く引きこまれていきました。砂漠で

見つけたオアシスの水の中に飛び込ん

でい くような思いで した。……そして、

これを契機 として、モルモン経を中心

に、神の福音の研究にとりかかったの

です。宣教師の家や 日曜学校がその会

場でした。この研究に全力を傾けるこ

とによって、私は、理論の面でも、感

５２０

情の面でも、神の福音が真実であると

の確信を持つ ようにな りました。」

戦後、日本を訪問した教会幹部たち

は、将来アジアの諸国に福音 を広める

にあたって、 日本人がどの様な役割 を

果たすのか予言 し、強 く証 した。これ

か らの日本の姿 を考えるとき、その様

な予言が今 までに成就 しつつあるとい

う証拠が数 多く見られる。

そのひとつは、ハワイ神殿訪問を契

機にして、 日本人聖徒が、霊的に成熟

してきた ということである。 ドウェイ

ン ・Ｎ ・アンダーセン伝道部長の指導

の下に、１９６５年 ７月、１６６名の 日本人

会員が、初めて、ハワイ神殿への団体

旅行に参加 したのである。この とき、

ハワイ神殿では、 日・本語でセ ッション

が行なわれた。それ以来ハワイへの神

殿訪問は毎年続け られ、 日本人聖徒の

信仰生活の中で貴重な霊的体験の源と

なっている。

もうひとつの重要な出来事 と言えば、

大阪で開催 された１９７０年の万国博覧会

にモルモンパビリオンが出展 されたこ

とであろう。約６００万の 日本 人が この
パビリオンを訪れ、その結果、宣教師

が処理 し終わるのに何年 もかかるほ ど

の、訪問者カー ドができあが った。

また、モルモンパビリオン開館の当

日、東京ではアジアで最初のステーキ

部が組織された。数 日後、１９６８年に最

初の分割が行なわれていた日本伝道部

が、再び分割 され、新たに、ふたつの

伝道部が作 られた。それから２年後の

１９７２年 ９月、 ２番目のステーキ部が大

阪で組織された。さらに１９７４年１０月、

東京ステーキ・部が分割 され、新たに横

浜にステーキ部が作 られた。この問に、

日本中央イ云道：部 も日本東伝道部 も共に

分割され、新 たにふたつの伝道部が組

織された。

伝道の発展に歩調 を合わせて、完全

な教会プログラムも地元の指導者の養

成 も進められてきた。 日本のセ ミナ リ
ー とインスティテユー トには、 日本人

の指導主事がいる。十二使徒評議員会

地区代表の渡迦騒は、日本人として、

初めて伝道部長になったが、現在では、

東京に本部 をおいて、全アジアの教会

の翻訳配送事業の監督 をしている。ま

た、東京ディス トリビューション ・セ

ンターの職員は、皆、日本人の会員で

ある。

日本の教会は、他の面でも同様に、

成長の途にある。最近発表された方針

によって、教会幹部が何人か選ばれて、

合衆国の外に居住す ることになったが、

アジア及び極東地区に駐在する教会幹

部 として、十二使徒評議貝会補助で、

日本人を先祖に持つハワイ人のア ドニ
ー ・Ｙ ・小松長老が召された

。この新

しい方針によって、東洋の人々に、・ま

た大 いなる祝福が もたらされることで

あろう。

強さの原因をもうひとつ挙げるとす

れば、活発な建築プログラムである。

このプ ログラムを通 じて、通常 ２年間

建築伝道に召された建築宣教師たちを

訓練するのである。そして、この様な

建築宣教師の多 くは、建築が終わった

とき、フルタイムの福音伝道に召され

て出かけて行 く。さらに、伝道か ら帰

る頃には、霊的な指導者になるべ く、

確固たる地位に向かって歩み出すので

ある。また、建築部 と不動産部の地域

監督を除いて、教会堂建設部 門の職員

も日本人である。

また、教会では、系図部門でも地元

の 日本人が系図協会の代表に召されて、

その職員 も増員され、可能な限 りの、

記録や重要な統計資料 をフィルムに収

めている。この系図活動は、特に日本

人聖徒にとって身近なものである。 日

本人には、家族の中に強い絆があ り、

また、先祖に対 して深い尊敬の念を抱

いているからである。

ここ２７年間の 日本の教会の成長ぶ り

は、奇跡である。信仰の奇跡であ り、

証の奇跡である。冷た く暗い夜が明け

た後昇 る太陽の ような、神の愛の奇跡

である。今、私たちの目の前には、日

本人の先祖を辱め ることな く、また社

会の伝統を崩すことなく、イエス ・キ

リス トの福音を原動力 としてその生活

を大 きく変えることができるという明

白な証拠が数多 くある。

だが、これは日本人に とって必ず し

も容易なことではない。良い末日聖徒

であると同時に良い 日本人でいるため

には、教会貝は、旧来の思想を新 しい

様式に適合 させなければならない。 ま

た、同僚や仲間の中でも、あ くまでも

がんば り続ける勇気 も必要である。だ

が、これは控え目に、しかも愛想よ く

振る舞 うようしつけ られた世代の人々

には、なかなか受け入れ られない。こ

のために、どんな状況の下でも必ず知

恵の言葉の戒めを守る、ということも

非常にむずかしい。知恵の言葉では、

肉体 を神の宮と考え、霊 をその宮の中

心 と考えているからである。だが、た

とえ困難であったに しても、知恵の言



葉 に 従 っ て生 活 す る こ とに よ り、 人 は

宇 宙 との 完 全 な 調 和 とい う こ との 真実

の 意 味 を一一層 身 近 に感 ず る よ うに な る

の で あ る 。何 世 紀 に もわ た っ て行 な わ

れ て き た慣 例 をす べ て 守 って も、 こ れ

ほ どの 感 じ を得 る こ とは 決 して な い 。

立 派 な 日本 人 な ら 、祖 先 を崇 敬 し、

各 家 庭 の 仏 壇 に 先 祖 を 祭 り、 特 別 な 祭

礼 に よ っ て 先祖 に敬 意 を表 わ す こ とに

な っ て い る。 その 様 な 祭 礼 の ひ とつ に

お 盆 が あ る。 毎 年 ８月 の この 時 期 に な

る と 、数 家 族 が 祖 先 の 家 に 集 ま り、盆

踊 りや 行 列 や 祭 礼 に よっ て 、 死 者 をあ

が め 、 そ の霊 をげ 時 的 に 呼 び 戻 す の で

あ る。．一 方 、 立 派 な 末 日聖 徒 は 、 も っ

と意 義 深 い 、 心 の こ もっ た 方 法 で 、祖

先 に 対 す る敬 意 を表 わ す こ とが で き る。

つ ま り福 音 が 強 く説 い て い るの は 、 目

々 家 族 関 係 を神 聖 に保 ち 、 永 遠 に家 族

の 絆 を 堅 固 な もの と し、 そ して 、死 者

の 系 図記 録 を収 集 す る と い うこ とに 他

な ら な い 。

自 ら を神 の 子 と考 え る こ とに よ り、

す な わ ち 肉体 的 に も霊 的 に も 、聖 な る

御 方 の姿 、形 に 形 どって造 られ た文 字 通

りの 子孫 で あ る と考 え る こ とに よ り、

日本 人教 会 貝 た ち は 、 自分 が 何 者 な の

か 、 あ りあ りと思 い 浮 か べ る こ とが で

き る 。 そ こで は 、庭 園 の 岩 や か ん 木 の

よ うに 、 た だ 調 和 す るだ け で は な く、

庭 園 の創 造 者 と して働 く姿 が 見 え るの

で あ る 。 造 られ る の で は な く、造 り上

げ る方 の働 き をす る の で あ る。 また 真

の 意 味 で 、 天 地 との 関 係 も理 解 す る こ

とが で き る。 成 長 の過 程 に あ る神 々 と

して 、 人生 の 本 質 を 、 美 と真 実 に 満 ち

た 、一一層 大 い な る もの に す る こ と もで

き る の で あ る。 創 造 主 な る天 父が 宇 宙

の 統 治 に 用 い て お られ る律 法 に 見事 に

調 和 した 従 川頁な生 活 が 、 その 鍵 で あ る。

日本 に住 む 私 た ち は 、 まだ そ の 表 面

す ら体 得 して い な い 。 モ ル モ ン経 の 偉

大 な教 え が 広 く知 られ 、 ま た 日本 人 全

体 に もっ と深 く理 解 され る よ うに な る

に つ れ 、 日本 の 教 会 の 発 展 の 可 能 性 は 、

ま た全 ア ジア の 教 会 の 発 展 の 可 能 性 も、

際 限 が な い ほ ど 、大 き くな る の で あ る。

何 千 、何 万 と い う人 々 が 、 信 仰 の 太 陽

が 、 日出づ る国 か ら昇 り始 め た 、 と証

して い る。 そ して 、 こ う した 強 い証 の

中 に 、 未 来 は 確 か に約 束 され て い るの

で あ る。
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東洋の不死鳥
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「朝なぎの国」、韓国は、３，５００万の人口

を擁 し、東アジアに横たわる起伏の多

い半島の国である。

この国の気候は四季はあるものの、

国民性に似てかな り温暖である。韓国

人は中国人や旧本人 とは先祖が異なり、

昔から単一の民族である。彼 らは忍耐

強 く、楽観的、理 想主義的、そして少

々内向的である。

今から２５年前、 「朝なぎの国」の穏

やかな 日曜の朝の静けさは、大砲の と

どろ，きに打ち破 られた。１９５０年 ６月の

ことである。その朝に端を発 した戦争

は以後 ３年間続き、２００万人の命を奪 っ

た。

その戦争で予期もされない奇跡が起

きた。韓国民にイエス ・キリス トの福

音が伝わったのである。戦闘は国民に

苦難をもたらしたが、同時に数千人の

合衆国軍隊が派遣され、その中に数百

人のモルモンがいた。短期間のうちに

それらの軍人が同僚の韓国軍兵士に証

を伝 えて、末 日聖徒の讃美歌が声高ら

かに聞こえるようになったのである。

戦争の灰塵の中か ら、韓国は不死鳥

のように立ち上がった。 ソウルは ６００

万の住人を持つ近代的な首都 となった。

しか し、広 く知られた韓国の経済的復

興よりもさらにきわだつのが、この国

における末日聖徒イエス ・キ リス ト教

会の急速な発展である。末日聖徒の軍

人が初めて韓国人の兄弟たちに自分の

信念を分かち与えたときから、教会員

の人数は１６都市に１万人近 くの聖徒 を

持つに至っている。韓国ソウルステー

キ部には ８ワー ド部 と２支部があ り、

２つの伝道部 には２１の支部がある。教

会所有の礼拝堂は１２を数える。

韓国の教会に及ぼす末 日聖徒軍人の

影響は今 もなお大 きいが、現在ではそ

れに匹敵するのが、韓国ソウル伝道部

と韓国プサン伝道部で働 く３００名のフ

ルタイム宣教 師と、アジア大陸で最初

に組織された韓国ソウルステーキ・部に

属するおよそ５千人の教会貝の働 きで

ある。

戦時中に教会に加わった人の多 くが、

現在は指導者 として働 いている。 その

中のふたりが韓国ソウルステーキ部の

５２２

李虎男 （ホー ・ナム ・リー）ステーキ

部長 と、この ７月に新設された韓国プ

サン伝道部の韓仁相 （ハン ・イン ・サ

ン）伝道部長である。

李ステーキ部長は教会を知ったきっ

かけをこう述べている。 「韓国の聖徒

たちの指導者の多 くがそうなのですが、

私 も戦時中にモルモンの仲間から回復

された福音の ことを聞きました。交戦

の最中に開かれたＭ ＩＡの集会に出席

して、兄弟 と呼ばれたことや、合衆国

軍人の人たちから暖かい握手 を受けた

ことにびっくりしました。 （それまで

は軍 人 といえば 厳 しい態 度 しか見 な

れていなかったものですから。） それ

から何週間かの間、私はＭ ＩＡに連れ

て行 ってくれた若い末 日聖徒の軍人を

よく観察 しました。彼は当時はやって

いた悪 に、手 を染めませんでしたし、

タバコもアルコール も飲まず、まじめ

に純潔の律法 を守っていました。この

変わった青年の模範は私 を捕 えて離 さ

ず、それからまもな く、私はバプテス

マを受けたのです。」

韓仁相伝道部長はこう語る。 「私の

話 も月並なんですよ。戦争が始まった

とき、私は１３歳で、まだ毎 日を遊んで

過ごすやんちゃな少年でした。そんな

わけですから．、勃発 した戦争は実にシ

ョックでした。 ゴミュニストたちがず

かずかと私の家に入ってきて、持 ち物

を手あた りしだい持 ち去 りました。一

族の親 しい人たちも何人か殺 されて、

降ってわいたような惨事 と恐れと絶望

でいっぱいの毎 日でした。だれにとっ

ても、無意味な強制された生活は知ら

ず知 らずのうちに重荷になっていまし

た。希望 も夢 も皆無でした。

私が福音のことを初めて聞いた とき

は、若者から老人までみんながそのよ

うな状態で した６めちゃめちゃに壊 さ

れた家 と銃声の中で、空腹のあまり大

事な霊的な飢えにも気づかないときに、

将来のことを考 えようとする私たちの

ことを想像 してみて下さい。私たちに

は、人生の意義 を発見することが必要

でした。そのような ときに、モルモン

の宣教師が親切な若い軍人といっしょ

にや ってきて、人生は報いてあまりあ

る貴重なものであることを教えて くれ

たのでした。 ｇ

私たちは永遠の生命の価値 を知 りま

した。福音 を理解 し、受け入れた人に

は平安 と喜びがあることも知 りました。

悲惨な別れ方 をした愛す る人たちと、

いつか主のみ前でまた会えることも知

りました。私たちはその ようにして、

幸せな永遠に続 く家族になれるのです。

あのとき、ζの回復された教 えをだれ

よりも必要 としていたのは韓国人だっ

たと思いませんか。」

２名の宣教師が初めて日本から韓国

にや って きたのは、１９５６年 ４月であっ

た。後に韓国担当の十二使徒地区代表

となった、．当時は東京在住のポール ・

Ｃ ・アン．ドラス伝道部長から派遣され

た宣教 師であった。最初の宣教師が赴

任 したとき、モルモンの軍人によって

改宗した６４名の教会員が彼らを出迎え

た。

韓国初の改宗者たちは、金髪碧眼の

外国人宣教師から聞いた教 えに、非常

な関心を抱いた。宣教師は家族の一致

や系函や死者 と生者のための神殿事業

や純潔の律法について話 をした。宣教

師たちが説明した神の概念は、韓国人

がすでに知っていた概念 と非常に類似

していた。

末 日聖徒 イエス ・キ リスト教会の福

音の教えが、韓国人にあのように受け

入れ られやすいのはなぜ だろうか。ひ

とつ、単純な答えがある。教えられる

原則が目新 しいものではなく、従来か

らの韓国人のいろいろな信条を豊かに

するものだか らである。

たとえば、１９０９年創立の韓国に普及

している大宗教 という宗教は、キ リス

ト教によく似た神の概念を持っている。

多 くの神々がいるが、至高の栄えある

神がひとりあると教 えるのである。そ

の子 （檀君）は仲保者 として働 き、民

を助ける霊的な存在である。

韓：国民はだれ も純潔の律法 を非常に

尊んできた。不道徳の恥に甘ん じるよ

りはむしろ死を選んだ人 も多い。

韓国人は代々先祖 を敬ってきた。家

柄の良い家庭には系図が伝わっている。

先祖崇拝 を深 く尊ぶ韓国人は、先祖（お



よぴあらゆる死者たち）が系図の働 き

を通 して救われ得ると教える回復 され

た福音の教えを、大きな関心 をもって

見つめた。

韓仁相伝道部長は語る。 「韓国放送

局に招かれて私たちの宗教について話

をしたことがあ ります。そのときに系

図活動の話 もしました。それが大 きな

反響 を呼んで、そのあと３回もラジオ

で教会あ話をすることになったのです。

私たち韓国の教会員は、先祖 たちが主

の目的のために系図を保存するように

主から教えられた と、強 く感 じていま

す。

韓国ソウルステーキ部の高等評議員

の金山 （キム ・サン）兄弟は、７０代 も

系図を調べ上げました。 目下、聖書に

出て くる系図との関連づけに もっぱら

の関心を注いでおられます。初期の改

宗者の金道弼 （キム ・ドウ ・ピル）姉

妹は体が弱 く高齢にもかかわらず、４０

代 も系図を調べておられます。こうし

たことができるのも、家系の記録の保

存が韓国で一般に行なわれているため

だと思います。」

家族が格別に大切なものであること

は世界各国 どこも同じだが、とりわけ

韓国ではそ うである。例 えば、伝統

に従った家は大家族で、２世代 、３世

代が同居することも珍 しくない。西欧

文化の影響でこの習慣 も現在は急激に

変わ りつつあるが、家族のつなが りは

いまだに強固である。そのため、教会

の家庭の夕べ のプログラムは、韓国人

の心に強 く訴えるのである。ヒ

韓国人の旺盛な知識欲は、長 く豊か

な伝統の所産である。今 日では、この

国の教会員の教育水準は世界的に高い

レベルにある。韓国人は、 「人は無智

にして救わるること不可能な り」 （教

義 と聖約１３１：６）という言葉 を真剣に

受け とめている。彼 らは回復 された福

音の中に、正 しい探求の成就を見出し

ているのである。

スペンサー ・Ｗ ・キンボール大管長

は、・１９６８年・２月２７日のソウル訪問の後

の 日記に次のように記 している。 「韓：

国人は どん欲なまでの知識欲 を持ち、

多 くの者が学位 を持ち、何人かは博士

号 を持つことを知 った。みだしなみが

良 く、魅力的な人々である。」

韓国人初の改宗者金浩植博士は、秀

逸を求める韓国人の一典型である。彼

の友人があるとき彼 を評 して次の よう

に言った。 「彼の正 しい影響 と神に対

する素朴な信仰 は、韓国の人々にとっ

て大きな光でした。」

１９５６年に宣教師が韓国に来たとき、

彼らを助けたのが新韓国地方部長の金

浩植博士であった。彼は、前年 ８月に

十二使徒会会長ジョセブ ・フィールデ

ィング ・ス ミス長老が、戦禍生々しい

ソウルを見下ろす丘の上に立って韓国

をイエス ・キ リス トの福音伝道の地に

奉献 した際に、任命を受 けていたので

ある。その訪問の以前には、１９５４年、

十二使徒のハロル ド・Ｂ ・リー長老が

視察に訪れていた。 この ８月、スペン

サー ・Ｗ ・キンボール長老が、この神

権時代にあって初めてアジア大陸での

集会 を管理 したとき、その場所が２０年

前に 「朝なぎの国」が奉献 されたあの

丘から遠 くない所だったことも単なる

偶然以上のことであろう。

３年の間、当時韓国の教育次官をし

ていた金地方部長は韓国の宣教師を指

導していた。福音を分かち与える精神

はあまね く広 まるものである。１９５１年、

戦火の激 しいさなかに、彼は合衆国の

コーネル大学大学院の親 しい学生によ

って改宗 した。すでに韓国政界にあっ

て重要な地位 を占めていた４５歳の金地

方部長は、１９５１年に博士号を受けた。

しか しそれよりも大切なことは、その

年に、予言者ジョセブ ・ス ミスとオ リ

バー ・カウ ドリが１２２年前にバプテス

マを受けたサスケハナ川でバプテスマ

を受けたことである。彼 は教会に加入

した韓国の知名人第一号 となり、戦時

中に韓国に帰 り、政府の要職についた。

１９５２年 ８月には、ふたりの子息がアメ

リカ軍人の手で他の数名 と共に初めて

バプテスマを受けた。金地 方 部 長 は

１９５９年に死去するまで、他の畑 が福音

を受け入れるための道を備えていた。

今 日でも、彼は依然としてアジアに類

を見ない卓抜 した末日聖徒の政治家で

ある。

金兄弟の政界における地位は非常に

重要な ものではあったが、彼は教会の

責任 をそれ よりも重 く見ていた。ある

日曜 日の朝、彼が 日曜学校のクラスで

教 えていたときに、李承晩大統領が秘

書に私用の車を使わせて、重要な話合

いがあるので金兄弟を迎 えに行かせた。

秘書は日曜学校で教えている金兄弟

を見つけて、す ぐに大統領の ところへ

来るように伝えたが、金兄弟はレッス

ンを教え終るまで行けないと返事 をし

た。やがて大統領に会った彼は遅刻を

きつ くとがめられた。すると金兄弟は

大統領やいならぶ人々に、 日曜学校教

師 という責任は大切なので、どうして

もレッスンは終 りまで教 えなければな

らなかったと説明した。それを聞いた

大統領は金兄弟にとって教会がいかに

大切であるかを知 り、 「見上げたもの

です！」と言ったのである。

１９６２年、韓国伝道部がゲイル・Ｅ・カ
ー兄弟 を初代伝道部長 として発足した。

１９６１年 ５月の十二使徒評議員会 ゴー ド

ン ・Ｂ ・ヒンクレー長老の歴史的訪問

に続いての発足であった。

この伝道部設立以来、韓国の教会は

めざましい発展を遂げた。バプテスマ

は増えて、１９７４年だけでも９００名以上

にのぼる。家族の教会加入数 も年々多

くなっている。家族を対象とする教会

プログラムや死んだ肉親のための系図

活動は、家族が何よりも大切にされ る

この国の人々によく受け入れられてい

る。

地：域総大会を機に大勢の教会幹部の

訪問を受けて、プログラム も教会員数

も、ます ます増大 し続けるこの国に、

１９６７年 ４月にソウルを訪れた ときの

ヒュー ・Ｂ・ブラウン副管長の言葉嫉、今

にも成就 しようとしている。 「幾万の

民がこの国でイエス ・キ・リス トの教会

に加わ り、その原則に従 うことによっ

て福音の恵みを受けるときが来 るであ

ろう。」

国際機関誌はこの記事の執筆にあた

り、李虎男氏および韓仁相氏の協力を

衷心 より感謝するものである。
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フィリピン共和国は変化に富んだ魅

惑の国である。地理上、この国は熱帯

に属する７，１０７の島々か らな り、北は

台湾から南はマラヤ付近 まで伸びて、

その距離は １，６００キ・ロに及んでいる。

国土の大部分は活発な火山地帯に属 し

てお り、およそ半数の島々には名前が
ついていない。またほかにも、この火

山活動によって隆起、水没を繰返して
いる小島が数多 くある。典型的な熱帯
地方に位置する大 きな島々はうっそう

とした密林に覆われてお り、高 くそび

える山々と共 に人跡未踏の地が数多く

残されている。

人々の心を捕える多様性は、フィリ

ピンの地形のみならず人々の中にも見

出される。フィリピン人は，中国人、

アメ リカ人、イン ド人、スペイン人、

あるいは 日本人を祖先とするものと、マ

レー人を基調 としたこれら全部の人種

が入 り混った ものであるとも考えられ

ている。フィリピン人はカ トリック、

プロテスタン ト、イスラム教、偶像礼

拝のいずれかを信 じてお り、言語は主

要言語が ８つ、地方語 をすべて合わせ

るとその数は、９０にも昇る。 しかし、

東洋文化 と西洋文化の入 り混ったこの

国に社会的な緊張感は全 くな く、特徴

と言えばバヤニハ ン （共同作業）とい

う民族特有の慣習が見 られるのみであ

←
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このバヤニハ ンという慣習は教会の

発展に大 きな役割 を果た して きた。

１９６１年 、ゴー ドン ・Ｂ ・ヒンクレー長

老はフィリピンを福音伝道の地 として

再度奉献 した とき，このように述べて
いる。「主の 恵みが この国の人々にあ

り、彼 らが島を訪れる人々を手厚 くも

てなし、親切で慈悲深 くあらんことを、

また多くの人が、このメッセージを受

け入れ、恵みをたまわんことを願い奉

る。」

このような協力的な人々の中にあっ

て、ヒンクレー長老の予言の言葉は成

就 されつつある。この国で伝道 した帰

還宣教師は、人々か ら玄関払いを受け

たことは一度もなかったとたびたび報

告 している。た とえ見ず知らずの家族

であっても、宣教師 を招 き入れ、食卓

を共にしようとするのである。ビクト

リアスで伝道を開始するため長老たち

が派遣 されたときも、四方八方から人

人が集 まってきたのであった。最近、

本部から遠 く離れたバ クタワクの町か

らマニラにや って来たひとりの支部長

は伝道部長に、日曜学校に３５名の求道

者が集ったと報告している。

フィリピンが南部極東伝道部か ら分

かれて ８年 を経ないうちに、教会はお

よそ２万人の聖徒 を擁するまでに発展

フ ィ リ ピ ン

／＼
＿ ３

爵

し 、 ひ とつ の ス テ ー キ部 とふ たつ の伝

道 部 に 分 離 され た。 この 驚 くべ き発 展
ら

は、教会員がその心温まるフィリピン

の慣習の中で宣教師たちと協力した結

果得 られたものである。

ある帰還宣教師は、同僚 と共に英語

をわずか１０語位 しか話す ことができな
いメア リー という名のお手伝いさんに

教えたことを次のように報告 している

メア リーは集会の雰囲気が好きだった

ので、そこで何の話がされているのか

わか らなかったにもかかわらず、自分

が仕えている家の家族 と共に集会に出

席 した。 しかし、彼女は宣教師 とのレ

ッスンは、言葉がわからないので受け

ようとしなかった。そこで愛に満 ち、

援助の手を惜 しまないその家族の人た

ちは、彼女のために宣教師の言葉 を一

語一語通訳 したのである。メア リーは

この友入たちの助けと辞書のお陰でモ

ルモン経を読み始めたが、わずか １ペ
ー ジを読み進 むのに １日がか りの と

きもあった。バプテスマを受けてから

も、彼女は 「奇 しきみわざ」や 「基督

イエス」を英文で読んだ。
バヤニハンの精神は特に家族の中に

強 く表われている。親密な家族の一致

は、教会内の絆を非常に強いものにし

ている。また、家庭の夕べのアプロー

チを基本にした新 しい伝道プログラム

は、フィリピンにおいて大変な成功を

収めている。ある地域では、家庭の夕
べに友人を招 き、フルタイム宣教師 と
一緒になって伝道した結果４０名以上が

バプテスマ を受けた という。

フィリピン人は福音を耳にすると、

自分の親戚にもまた福音 を分かち合い



た い と望 む 。 ホ セ ・ズ ル エ タの 場 合 も

甥 が モ ル モ ンに つ い て話 して い るの を

耳 に して 、調 べ に や っ て来 た 。 き ま り

悪 そ う で あ っ た が 真 剣 に 、 そ して 笑 み

を浮 か べ な が ら。 ５週 間 後 、 彼 は 家 族

と共 に バ プ テ スマ を受 け た。 次 の 朝 、

彼 は長 老 た ち を訪 れ 、 す ば ら しい 経 験

を こ う語 っ た 。
「心 の 中 で は こ の 教 会 が 真 実 で あ る

とわ か っ て い ま した 。 で も 、私 は これ

ま で 経 験 した こ との な い 、 もっ と強 い

祈 りの 答 え が欲 しい と思 い ま した 。 私

は そ れ ま で以 上 に 熱 心 に 祈 り、私 の行

な っ て き た こ とが主 の 目 にか な う もの

で あ る こ と を示 して下 さ る よ うに 願 い

ま した 。 しか し何 の 答 え も あ り ませ ん

で した 。 私 はす っ か り落 胆 し、 悲 しみ

に 打 ち ひ しが れ て床 に就 き ま した 。」

眠 りの 中 で 、 彼 は 白い 衣 を ま とっ た

ひ と りの 人 が 彼 の名 前 を呼 ぶ の を見 た 。

彼 が 返 事 をす る と、 そ の 人 は 彼 を指 さ

し 、 こ う言 っ た 。 「ホ セ 、ベ ッ ドか ら

起 きな さ い。 そ して ひ ざ まず き、 主 に

宣 教 師 を遣 わ して下 さ った こ とを感 謝

し な さ い 。」

こ の こ とが あ っ て か ら ズル エ タ 兄弟

は 宣 教 師 の とこ ろ に行 き、 自分 の 見 た

夢 が 神 か らの もの で あ るか ど うか 尋 ね

た 。

「あ な た は夢 を見 てか らどの よ うに思

い ま した か 。」 宣 教 師 は た ず ね た。

ズル エ タ兄 弟 は 目に涙 を一 杯 浮 か べ 、

み た ま に圧 倒 され た よ うな 気 が しま し

た と答 え た 。 「燃 え る よ うな 思 い で し

た 。 そ の夜 、神 と教 会 に対 す る私 の愛

は 祈 り を通 して 何 度 とな く天 に 昇 っ て

行 き ま した 。」

バ ヤ ニハ ンの 精神 は また 、 １９７３年 、

マ ニ ラ に組 織 され た新 しい ス テ ー キ部

の 中 に もは っ き．り と見 られ る。 ス テー

キ 部 の 責 任 を遂 行 す る指 導 者 が 各 支 部

か ら召 さ れ た と き、 支 部 の会 員 た ち は

そ の 分 を 自分 た ちで満 た さ な け れ ば な

ら なか っ た 。 そ の模 様 を観 察 して い た

ひ と りの 人 は 、彼 らの 協 力 を こ う語 っ

て い る。 「指 導 者 た ちは 言 っ て い ま し

た 。 『彼 女 は とて もす ば ら しい プ ラ イ

マ リー の 会 長 です 。 ど ち らの 支部 か ら

移 って こ られ たの ですか 。』 実 際 に は 、

彼女 は ず っ とそ の支 部 に い た の で す 。

た だ 、 先 任 の プ ラ イ マ リー 会 長 が ス テ
ー キ 部 の 会 長 に 召 さ れ る ま で 彼女 の 力

が 発揮 され る場 が な か っ た だ け の こ と

な の で す 。

セ ミナ リー とイ ン ス テ ィテ ユ ー トの

プ ロ グ ラム は 、生 徒 と教 師 が よ く助 け

合 って福 音 を分 か ち合 って い る顕 著 な

例 で あ る。 ４毎 前 、１００人 の 生 徒 と ９人

の教 師 で始 ま っ た こ の プ ロ グラ ム は 、

今 や 全 国 で ２千 人 を超 え る生 徒 と １００

人以上の教師 を擁するまでになってい

る。フィリピン ・マニラステーキ部長

のアウグス ト・Ａ ・リムは、全時間を

セ ミナ リーで教えることができるよう

鉱山会社の弁護士 としての職 を一時離

れた。彼はこのプログラムガ若人の証

を強め、彼 らを宣教師 として備 える上

で大 きな成果 をあげていることに励 ま

しを得ている。

それ らの宣教師のひとりに、地元か

ら宣教師 をというスペンサー ・Ｗ ・キ

ンボール大管長の呼びかけに応 じた、

フィリピン生 まれのレナル ド・サンチ

ェス長老がいる。彼はシラングに転任

したとき、４人のアメリカ人宣教師 と
一緒に伝道す ることになった。このア

メリカ人宣教師たちは過去 ５カ月間、

熱心に主の業に働 いてきたが、まだひ

とりの改宗者 も出 していなかった。心

か ら熱意 をもち、その地の慣習に通 じ

たサ ンチェス長老は転任 して最初の月

に１０人の人に教え、バプテスマを施 し、

その １カ月後にはさらに ８人にバプテ
スマ を施 したのである。

このような改宗談はこの国の特色で

ある。というのは、福音 を求め犠牲を

払 うフィリピンの人々を主が祝福して

おられるからである。現在 、フィリピ
ン ・セブシテ ィー伝道部の第一副伝道

部長 として奉仕 しているセニン ・Ｊ ・

ピネダ兄弟の場合にもそのことが言え

る。

、 ある日のこと、奥さんと一緒にサン

フェルナン ドを車で通 っていたとき、

彼はふた りのアメリカ人の若者 を見か

けた。彼は車を止め るとふたりに宣教

師ですか と尋ね、それから自分の家に

招待 したのであった。 「ふたりはあや

うく書物 を落 とす ところで した。」当時

を思 い出 してこう語 る。 とにか く、最

初のレッスンに知恵の言葉 と什分の一
のことが出て きた。そこでピネダ兄弟

は宣教師の話をさえ切 ると隣の部屋に

行 って、奥さんとふた りで貯えてきた

ものを什分の一 として差 し出した。

ピネダ家族の話によると、彼らは浸

礼によるバプテスマを施 し、灌油と按

手によって病人を癒 し、また日曜学校

や青少年児童のための活動 を行なうプ
ロテスタン トの教会で什分の一の教え

を学んでいたのである。

しか しなが ら、宣教師に会 うまでの

２カ月間、ピネダ家族は教会に行って

いなかった。ピネダ兄弟は家族が寝静

まってから毎夜、主に真実の教会に導
いて下さるように と祈 っていた。 「私

がどこで真実の教会 という言葉を知っ

たのか今でもわか らないのです。」そう

彼は言 う。 ．
ピネダ兄弟が福音 を受け入れること

は容易だった。しか し知恵の言葉はと

ても克服 し難いように思えた。 １日平

均 ６杯のコー ヒーを飲み、タバコを３

箱 も吸っていたからである。 しか し、

最初のレッスンで宣教師が知恵の言葉

について説明 して くれてから、「私はひ

ざまずいて祈 りました。別に誇張 して

言っているのではあ りません。本当に

ひざまずいた と同じようにたやす く、

きっぱ りやめました。」

２回目のレッスンを受け る前に、彼

は奥さんの願いに大いに逆 らってバプ

テスマを受けた。 しかし１週間後には

彼女 もバプテスマ を受け、子供たちも

それに従った。

本当の試練が来たのはそれか らであ

った。彼が地方部長会の一員だったと

き、フィリピンで最大のタバコ会社の
ひとつか ら仕事の申し出があったので

ある。営業担当の重役が８０キロの旅 を

して彼に面会に来、ピネダ兄弟が答え

を得 ようと教会にいた間ずっと待って
いたが、ピネダ兄弟はその仕事 を断わ

った。数カ月して、営業担当の重役は

他にだれも雇わず再び彼に仕事 を勧め

にきた。ピネダ兄弟に とって、その と

きの誘惑は以前にも増 して強いものだ

った。ひとりの娘は大学に入ったばか

りの上、’他の子供たちも皆学校に行 っ

ていたからである。ついに ピネダ兄弟

はその申し出を受けることに した。
「私たちは経済的 には何の問題 もあ

りませんでした。でも幸福ではあ りま

せんでした。少 しのことです ぐカッと

なるようになってしまったのです」 と

彼は述懐 している。 ピネダ兄弟は家族

の仕事に犠牲……金銭に恵まれないこ

とや車 をあきらめること、学校教育 を

受け られないこと、友人や親戚の人た

ちか ら侮辱 されることなどの犠牲が伴

うことを知 った。 しかし 「福音に対す

る証を失わない」ために、ピネダ兄弟

は辞職 した。そして家族全貝が協力し

て、新たな経済状態の立て直 しを図っ

て行った。子供 たちは学業を続けられ

たものの、予想 してたとお り非常に困

難な生活であった。 「でも私は全然後

悔 しませんでした。そして家族 も私 も、

会社を辞めたことをとても喜び感謝 し

ました。」

このような人々の協力を通 じて、フ

ィリピンにおける教会は発展 している。

しか し、フィリピン ・セブシティー伝

道部長のカール ・Ｄ ・ジョーンズはそ

れで もなおへ りくだり、宣教師たちに
「私 たちは まだわずかの畑を刈 り入れ

たにす ぎません。まさに教義 と聖約第

４章 ４節の約束にあるように、早 白く

して刈 り入れを待つ畑はた くさん残さ

れているのです」 と語るのである。
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七十人第一定員会

組織 さる〃

ジ ー ン ・Ｒ ・ ク ッ ク

チ ャ ー ル ズ ・Ａ ・デ ィ デ ィ ァ

ウ ィ リア ム ・Ｒ・ブ ラ ッ ドフ ォー ド

馨

ジ ョ ー ジ ・Ｐ ・ リ ー

５２６

去る１０月 ３日、第１４５回半期総：大会

の開会にあた り、スペシサー ・Ｗ ・キ

ンボール大管長は七十人第一定員会 を

組織す ることを発表 した。これは歴史

的な出来事である。

また同時に、七十人最高評議貝会会

員 として、これまで七十人最高評議員

会幹部書記の任にあったジーン ・Ｒ ・

クック長老か任命 されたことか発表 さ

れた。 この任命は、去 る６月２５日の ミ

ル トン ・Ｒ ・ハンター長老の死去によ

って生 じた空席を補充するためのもの

である。七十人第一定員会会貝 として

新たに教会幹部に召された人々は次の

通 りである。これまで十二使徒会地区

代表の任にあったチャールズ ・Ａ ・テ

ィディア、チ リ ・サンチャゴ伝道部の

伝道部長を務めていたウィリアム・Ｒ・

ブラソドフォー ド、それにアリゾナホ

ルブルック伝道部伝道部長のジ ョージ

・バ トリック ・リーである。

この七十人第一定員会は七十人最高

評議員会から管理 を受ける。 また第一

定員会会員の間には先任順位はない。

七十人第一定貝会は、ゆ くゆ くは７０

名の会員により構成されることになる。

七十人最高評議員会会員 も、その７０名

の中に含まれる。

七十人定員会は、１８３５年 ２月２８日に

組織され、当時は第一定員会 と呼ばれ

た。その定貝会は、 ７人の会長の下に

機能 を果たしていたか、定員会会員は

教会幹部 とはみなされていなかった。

ジ ョセブ ・ス ミスの死後、この第一

定員会の６３名の会貝を会長 として、 ９

つの七十人定員会か組織された。そ し

て創設当時、第一定貝会の会長 を務め

ていた ７人は、 ９つの定貝会 を管理 し

た。 この ７人の会長か七十人最高評議

員会の始まりである。

七十人最高評議員会の ７名の会長は、

伝道役員会においてその任務 を果た し、

また回復されたイエス ・キリス トの福

音を全世 界に宣べ伝 えるという、特別

な伝道の業のために召されている。

七十人最高評議員会は、今後七十人

第一定貝会会員と共に、大管長会並び

に十二使徒会の管理の もと、全世界の

ステーキ部や伝道部において伝道事業

かより効果的に行われるように働 く。



また同時に、教会幹部 としての責任 を

も果たす ことになる。

今年は新 たに２０の伝道部が組織され、

合計１３３となった。これは教会歴史始 ま

って以来の伝道事業の躍進 と言える。

しか しながら、キンボール大管長は

さらに続けて宣教師の数 を増や し、ま

たその力を強めてい く必要があること

を指摘 した。大管長は、現在門戸を閉

ざしている国々にも、宣教師が足を踏

み入れる日が来ることを待ち望んでい

る。

新たに七十人最高評議員会会員に任

命されたジーン ・Ｒ ・クック長老は、

クラレンス ・Ｈ ・クック及びマール ・

Ｔ ・クックを両親 として、１９４１年 ９月

１日ユタ州リーハイに生まれた。そし

て１９６３年１１月２９日、アリゾナ州ウイン

スローに住んでいたジャニール ・シュ

リンクとアリゾナ州メサ神殿で結婚 し、

現在 ４人の子供 に恵まれている。

クック長老は、１９７２年以来十二使徒

会地区代表 として働いてきた。最近で

はアルゼンチン ・コル ドバ伝道部、ア

ルゼンチンの トゥクマン地区、そして

インデ ィアナ州インディアナポリス及

びオハイオ州コロンブス伝道部 を担当

してきた。

結婚す る前に、彼は宣教師 としてウ

ルグアイ ・パ ラグアイ伝道部で働いた。

伝道後の１３年間は、３つのステーキ部

伝道部でステーキ部伝道部長 としての

任務を果たし、またステーキ部七十人

定貝会の ７名の会長のひとりとなった。

そのほかにも、ＹＭＭ ＩＡにおいて

ダンスやスピーチの教師、ＹＭＭ ＩＡ

副会長などを歴任 し、また神権会や補

助組織の教師、それにワー ド部書記補

助などをも務めている。

また教会で使われているレッスンテ

キス トの著作に携わったこともある。

メサの公立高校 を卒業 した彼は、ア

リゾナ州立大学に進学、１９６５年学士号

を受け、１９６６年商業経営を専攻 して修

士号を取得 した。後に公認生命保険業

者の資格を得、 ミリオンダラーラウン

ドテーブルの一員となった。

ウィ リアム ・ロウセル ・ブラッドフ

ォー ドは、１９３＆年１０月２５日、ユ タ州ス

プリングビルの生 まれで、ロウセル ・

Ｗ 及 び メ ア リー ・ワ ドッ プ ス ・ブ ラ

ッ ドフ ォー ドを両 親 に持 つ 。

１９５５年 ６月２２日 ソル トレー ク神 殿 に

お い て 、ユ タ州 メ イプ ル トン 出 身 の メ

ア リー ・ア ン ・バ ー ド と結 婚 、 ふ た り

の 間 に は ６人 の 子供 が い る。

ブ ラ ッ ドフ ォー ド長 老 は 、 か つ て 伝

道 部 長 と して ハ ワ イ 州 ラ イエ の テ ン プ

ル ビ ュ ウ ロ ウ伝 道部 を管 理 した。 父 親

に伴 な って ハ ワ イ に 移 住 、後 に 日本 伝

道 部 で 宣教 師 と して働 い た。

ブ ラ ッ ドフ ォー ド長 老 は 、マ サ チ ュ

ー セ ッツ 州 フ ォー トデ ブ ン ズ で
、 軍 人

の グ ル ー プ リー ダー と して 働 き、 ま た

テ キサ ス 州 で は 、地 方 部 長 、長 老 定 員

会 会 長 、伝 道 部 補 助 組 織 役 員 、マ カ ー

レ ン支 部 支 部 長 な ど、 数 多 くの職 を歴

任 した。

そ して 本 年 ７月 か ら この 職 に 召 され

る まで 、 チ リ ・サ ン チ ャ ゴ伝 道 部 で 伝

道 部 長 と して働 い て きた 。

ブ ラ ッ ドフ ォー ド長 老 は 、伝 道 部 長

と して 召 し を受 け る以 前 、 テ キサ ス 州

マ カ レ ー ン に あ る イ ン ター ナ シ ョナ ル

フル ー ツ グ ロ ワー ズ ・ア ン ド ・シ ッパ

ー ズ社 の社 長 で あ っ た
。 この 会 社 は メ

キ シ コの 柑橘 類 や 、 熱 帯 果 実 を栽 培 収

穫 し、合 衆 国 や カナ ダ に 販 売 配 送 す る

こ と を業務 とす る会 社 で あ る。

彼 は 、ユ タ州 ス プ リ ン ビル の 高 校 を

卒 業 後 、 ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ大 学 に学 ん

だ。

チ ャー ル ズ ・Ａ ・デ ィ デ ィ ア は 、

１９３５年 １０月 ５ 日、ベ ル ギー の イクセ ル ス

で ア ン ドレー 及 び 、 ガ ブ リエ ル ・コル

パ エ ル トを両 親 と して生 まれ 、 １９５７年

１１月 ２４日、 この 教 会 に改 宗 しバ プ テ ス

マ を受 け た。

彼 の 妻 は 、リエ ー ジ ュ 出 身 の ル シー ・

ロ ン ドメ ス で 、 １５歳 の と きに 教 会 に改

宗 した。 デ ィデ ィ ア 兄弟 姉妹 は 、１９６１

年 １０月 １４日に結 婚 し・、現 在 ふ た りの 子

供 が い る。

デ ィデ ィア長 老 は 、西 ドイ ツ の フ ラ

ン クフ ル トに あ る教 会 の 翻 訳 配 送 セ ン

ター の ヨー ロ ッパ マ ネー ジ ャ ー を務 め

て い る。

また フ ラ ン ス ・ス イ ス伝 道 部 伝 道 部

長 、 日曜 学 校 教 師 、 ベ ル ギー の リェー

ジ ュ支 部 支 部 長 な ど を歴 任 した。

出 身大 学 は リェー ジ ュ大 学 、 そ こ で

経 済 学 を専 攻 し学 士 号 を得 た。 卒 業 後

は 、ベ ル ギ ー 空 軍 士 官 と して働 い た。

ま たベ ル ギ ー 領 コ ン ゴ とベ ル ギー と

の 通 商 関係 に つ い ての 研 究論 文 も書 い

て い る。

この 職 に 召 され る以 前 十 二使 徒 会 地

区 代 表 で あ っ た 彼 は 、フ ラ ン ス地 区 、フ

ラ ンス ・ベ ル ギ ー 地 区 、 フ ラ ン ス ・パ

リ伝 道 部 、 及 びベ ル ギー ・ブ リュ ッセ

ル 伝 道 部 を担 当 し た。

ジ ョー ジ ・バ トリッ ク・リー は 、１９４３

年 ３月 ２３日、コ ロ ラ ド州 トワ オ ク で ピ

ー ト及 び マ エ ・Ｋ ・レ ッ ド１ウー マ ン ・リ

ー を両 親 と して 生 まれ た
。

リー 長 老 は １９６７年 １２月 １３日、 ソル ト

レ ー ク神 殿 で オ ク ラホ マ 州 出 身 の コマ

ン チ イ ン デ ィア ン 、 キ ャサ リン ・ヘ テ

ィ ッチ と結 婚 し、 現 在 ３人 の 子 供 に 恵

まれ て い る。

リー 姉 妹 は ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 を

卒 業 、 ま た リー 長 老 は か つ て 、 ア リゾ

ナ 北部 に あ るナ バ ホ 保 留 地 の ２年 制 大

学 で あ る グ ラナ ド大 学 の 学 長 を務 め た。

か つ て は 長 老 派 教 会 の 寄 宿 学 校 で あ っ

た この 大 学 で 、 イ ンデ ィア ン と して こ

の職 に 任 ぜ られ た の は 彼 が 初 め て で あ

る。 そ れ 以 前 は 副学 長 、学 生 部 長 、 イ

ン デ ィア ン研 究主 任 な ど を務 め た。

リー 長 老 は 、 １９６８年 に ブ リガ ム ・ヤ

ン グ大 学 で 学 士 号 を得 、 修 士 号 は １９７０

年 にユ タ州 立 大 学 で 取得 、 そ して １９７５

年 、 ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 で博 士 号 を

得 た。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の イ

ン デ ィア ン学 生 紹介 制 度 に 参 加 した 彼

は ユ タ 州 の 公 立 高 校 に進 学 し、 そ の 間

オ ー レム に 住 む グ レ ン ・Ｌ ・ハ ー カ ー

夫 妻 の も とで 生 活 した。 これ は 、彼 が

住 ん で い た ナ バ ホ保 留地 の 近 くで は 適

当 な教 育 機 関 が なか っ た か らで あ る。

彼 は 、数 多 くの 奨 学 金 や 賞 を受 け 、

「ア メ リカ の 傑 出 した若 人
」 の ひ と り

と して知 られ る よ うに な っ た 。 そ して

ホ ワ イ トハ ウ ス 特 別 研 究 員 と し て指 名

を受 け た が 、 グ ラナ ド大 学 副 学 長 の 職

を受 け る た め 、 それ を辞 退 した 。 教 会

で は 、ニ ュー メ キ シ コ ・ア リゾ ナ 伝 道

部 の 副 伝 道 部 長 を も務 め た。
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洋

キ ン ボー ル 大 管 長 が 言 わ れ た 「教 会 の す べ て の プ ロ グラ

ム を全 世 界 の 人 々 に もた らす 偉 大 に して か つ 新 し い試 み」

の 一 環 と して 、 １９７６年 ２， ３月 に オー ス トラ リア 、ニ ュー

ジ ー ラ ン ドお よ び南 太 平 洋 諸 島の １０万 ６千 人 以 上 の教 会 員

の ため に 、 ８ヵ所 で地 域 総 大 会 が 開催 され る こ とに な っ た。

大 管 長 会 は オ ー ス トラ リア で ３ヵ所 、 ニ ュー ジー ラ ン ド、

サ モ ア 、 フ ィジー 、 トン ガ 、 タ ヒチ の そ れ ぞれ で １ヵ所 地

域 総：大 会 を開 催 す る と発 表 した。 これ らす べ て の 大 会 に教

会 幹 部 た ちが 出席 す る予定 で あ る。

大 会 の 日程 は 次 の 通 りで あ る。

ア ピア （サ モ ア ） … … ２月 １６～ １８日 （月 ～ 水 ） サ モ ア の

会 貝 の ため に。 活動 と ソー シ ャ ル プ ロ グ ラ ム 、 ４つ の 一 般

大 会 、 お よ び特 別 グル ー プ大 会。 会 場 は 西 サ モ ア 首 都 ア ピ

ア の 近 くに あ る西 サ モア チ ャー チ カ レ ッ ジ。

ハ ミル トン （ニ ュー ジー ラ ン ド） … … ２月 ２０～２２日 （金

～ 日） ニ ュー ジ ー ラ ン ドの会 員 の ため に 。 活 動 とソー シ ャ

ル プ ロ グ ラ ム 、 ４つ の一 般 大 会 、 お よび 特 別 グル ー プ 大 会 。

会 場 はハ ミル トン郊 外 テ ンプ ル ・ビ ュー に あ るチ ャー チ カ

レ ツ ジ。

スパ （フ ィ ジー ） … … ２月２３日 （月 ） 一 般 大 会 が 月 曜 の

夕べ に 、 ス パ の 市 民文 化 会 館 で 開催 され る予 定 。

ヌ クア ロー フ ァ （トン ガ ） … … ２月 ２４，２５日 （火 、水 ）

トン ガ の 会 員 の た め に 。 ４つ の一 般 大 会 、 活 動 と ソー シ ャ

ル プ ロ グ ラ ム の 夕べ 。 会 場 は教 会 の リア ホ ナ 高校 。

パ ー ス （オー ス トラ リア ） … … ２月 ２７日 （金 ） パ ー ス の

ス テー キ部 、伝 道部 の 会 員 の た め に 。 一 般 大 会 が 金 曜 日の

午 前 に オ ー ス トラ リア ・パ ー ス ス テ ー キ部 セ ン ター で 開催

され る予 定 。

ま た オー ス トラ リア で は 、 この ほか に メル ボル ン と シ ド

ニ ー に お い て 、 ２月 ２８， ２９ （土 、 日） の 両 日、 同 時 に 大 会

が 開 催 さ れ る。 メル ボ ル ン で は ４つ の一 般 大 会 、特 別 グル

ー プ大 会 が フ ェ ス テ ィバ ル ホ ー ル で行 な われ る予 定。 対 象

は オー ス トラ リア・ア デ レー ド、オー ス トラ リア ・メル ボル

ン ・フ ェア フ ィー ル ド、 オ ー ス トラ リア ・メ ル ボ ル ン ・ム

ー ラ ビ ンの 各 ス テー キ部 、 お よ び オ ー ス トラ リア ・ア デ レ

ー ド
、 オー ス トラ リア ・メル ボル ン の 各 伝 道 部 で あ る。

シ ドニ ー で も同 じ集 会 が 、 オ ー ス トラ リア ・ブ リスベ ー

ン 、 オ ー ス トラ リア ・パ ラマ タ、 オ ー ス トラ リア ・シ ドニ

ー ・グ リニ ッ ジ 、 オ ー ス トラ リア ・シ ドニー ・サ ウ ス の 各

ス テ ー キ部 、 お よび オ ー ス トラ リア ・ブ リス ベ ー ン 、 オ ー

ス トラ リア ・シ ドニ ー の各 伝 道 部 を対 象 に 開 催 さ れ る予 定

で あ る。

パ ペ ー テ （タ ヒチ ） … … ３月 １， ２ 日（火 、水 ）４っ の 一

般 大 会 お よび 活 動 とソー シ ャル プ ロ グ ラム が 、教 会 の パ ペ

ー テ小 学 校 で 開 催 され る予 定 。

現 在 の教 会 員 数 は 、概 算 で ニ ュー ジー ラ ン ド ３万 ４千 、

オー ス トラ リア ３万 １千 、サ モ ア ２万 、 トン ガ １万 ４千 、

フ ィジ ー ２千 ５百 、 フ ラ ン ス領 ポ リネ シ ア ５千 ２百 で あ る。
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一
藝霧

バ プ テ ス マ も受 け ず 、私 を心 配 させ て い ま した 。 次 男 は 日

１ 頃から、お父ち・ん緻 会へ行かな・・から撲 も行かな い
華 と、一 向 に心 を教 会 へ む け ませ ん で した。 で す か ら大 会 に
　

馨 は 、 次 男 を連 れ て い くこ とに し て 、 こ の機 会 に バ プ テ ス マ薫

馨 を受 け させ よ う と決 め ま した 。 で も長 男 を さ しお い て 次 男

１ を連 れ て い く こ と に私 の気 持 は す っ き りし ませ ん で した 。

１ また、。のすばらしい灘 をぜ帳 男１・も与えたいとの
　

嚢 望 み は 強 くな るば か りで し た。 長 男 に あ な たが も し、 ほ ん
　

護 と うに 行 きた い な ら踊 りの エ イサ ー を練 習 して い た 方 が い
霧 、

「日本の地で地域総大会 を開いて くださいましてほん とう

にありがとうございました。」と、一言で も大管長会の方々

にお礼申し上げたい気持です。私の家族は、非教会員の主

入 と主人の母、そして私 と５人の子供たちからなる８人家
へ

族 です 。 主 人 は 、私 が 地 域 総 大 会 に 出席 す る こ とに 賛成 し 、

子 供 は ひ と りだ け連 れ て い く よ うに 申 し ま した 。 １１才 の 長

男 は 、 バ プテ スマ を受 け て い ま し たが 、 １０才 の 次 男が ま だ

レビ番組の 『Ｑアン ドＱ夏休み子供大会』に沖縄からも出

灘場者を募集していましたので長男が申し込み、テス トを受

羅 けに行 きました。二百余名の中から１０名の中に選ばれまし難

た。それから３人の出場者が決 まる訳です。 もし決まった

馨 ら出演は ８月中旬頃とのことでしたので、私はもし当選 し
鍵
護

１轟 醜難騰 膿 １：じ鰹 ？腰 潔
１ 申 し ま した。 で も長 男 は 、 私 が ２，３回 主 人 に 同 じ こ とを

難 頼 ん で 叱 られ た の を み て ま し た の で 、 ど うせ 僕 は行 け な い１

で し 、 う と、 あ き らめ ひ る よ うで した 。 そ ん な と き 、 テ

　

　 　

鞭

難藩

躍

馨

　

　

　

　

　

轟

難
蟻

主の愛と

クイズ番組
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幸 地 好 子
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蕪莚

難

蕪

鞭

藝

たらどうにか大会にも参加できるん じゃないか との望みを

もち、断食 し祈 りました。長男と共に一生懸命祈 りました。

また、子供たちも集めて特別な祈 りを捧げ、とっても嬉 し

い気持になり自然に讃美歌 を口ずさみました。でも、翌 日

落選 したことを知 らされ ました。そのときの私は、この望 難

みはかなえていただけると信 じていただけに。 とってもが

っか りしました。

大会の日が近づ くにつれ、長男の大会に参加 したいとの

望みは強 くなるばか りでした。私は息子にあなたは行ける

かも知れない、 とたびたび申していました。 また今度は小

川宏ショーで母子の クイズ番組に長男が申し込みました。

しか し、しばらくなんの連絡 もあ りませんでしたので家族み

んな今度 もだめだと話合 っていました。

８月 ７日に団体出発 をひかえた三 日前の朝、おばあちゃ

んに子供たちや家のことをお願いしました。非教会員のお

ばあちゃんは、その とき、往復の飛行機代 も自費だ と私か

ら聞 くととても不機嫌にな りました。 それでも行 って きな

さいと言って くれましたが、私 もとっても重い気持になり

ました。その日の午後突然、テレビ局から私たちの出演が

決 まり、母子の飛行機代 も、テレビ局が出 して下 さるという

知 らせを受けたときの喜びは口では表わすことができない

ほどで した。ほん とうに主の愛、主の助けを身近に感 じま

した。おばあちゃん も孫がテレビに出るとのことで喜んで

くれました。あとで知ったのですが、 『Ｑアン ドＱ』の出

演は１９日でした。 もしその番組に当選 していましたら忌子

は大会に参加できませんでした。私たちの出 ました 『母子

クイズ』は、大会初 日の 「楽 しい夕べ」のありました朝の

９時から１０時半迄で した。 もし１日でも先か、 １日で もあ

とでしたら出演できませんでした。主の導きにほんとうに

感謝致 してお ります。次男も今、バプテスマを受ける準備

をして、安息日には教会へ行 っています。 「求め よ、さら

ば与えられん。 さがせ、そうすれば見い出すであろう」 と

の主の約束に深 く感謝致 しておりますざ
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